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15.1.1 広報ひがしゆり　20

日
本
全
土
の
山
野
、
雑
木
林
の
山
裾
な
ど
の
外
、
丘
陵
地
な
ど

に
も
生
え
る
多
年
草
で
、
草
丈
は
高
い
も
の
で
20
�
ぐ
ら
い
で
、

葉
は
有
柄
の
倒
披
針
形
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
卵
形
に
近

い
も
の
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

色
は
緑
が
か
っ
た
白
や
紅
色

が
か
っ
た
も
の
な
ど
も
あ
り

変
化
が
あ
り
ま
す
。
４
〜
５

月
こ
ろ
、
茎
の
先
に
花
穂
を

た
て
、
淡
紫
色
か
ら
紫
色
の

唇
形
花
を
総
状
に
び
っ
し
り

と
つ
け
ま
す
。
和
名
ジ
ュ
ウ

ニ
ヒ
ト
エ
は
花
が
数
多
く
重

な
っ
て
咲
く
様
子
が
、
宮
中

の
女
官
な
ど
の
着
る
十
二
単

に
似
て
い
る
と
い
う
の
で
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

1� 元旦

6� 仕事始め・新庁舎業務開始

消防出初式

新春名刺交換会

7� 町政座談会

（玉米分館　玉米会館9:30）

（老方分館　老方館13:30）

8� 町政座談会

（法内分館　克雪管理セン

ター9:30）

（住吉分館　住吉館13:30）

9� 町政座談会

（蔵分館　　大蔵館13:30）

12� 町政座談会

（宿分館　高瀬館13:30）

13� 成人の日

14� 予防接種（個別・三混）

小中学校始業式

17� 乳児健診

食生活改善講習会

21� ことぶき大学

22� 幼児健康相談

スキー教室（～24日）

23� 予防接種（個別・風疹）

29� 2歳児健診

東
由
利�

ジ
ュ
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ニ
ヒ
ト
エ
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シ
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編
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発
行
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町
政
推
進
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
し
て
次
の
方
か
ら

金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
村
松
夫
さ
ん
（
本
荘
市
）

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

畑
山
齋
さ
ん
（
札
幌
市
）、
小
野
四
郎
さ
ん
（
西
ノ

宮
市
）、
小
笠
原
米
吉
さ
ん
（
秋
田
市
）、
興
松
た

け
子
さ
ん
（
船
橋
市
）、
阿
部
順
さ
ん
（
秋
田
市
）、

在
京
宿
小
会

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

八
嶋
祝
雄
さ
ん
（
黒
渕
）、
大
沼
武
且
さ
ん
（
蔵
）、

本
荘
高
校
下
郷
分
校

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

新年あけましておめでとうございます。いよいよ６
日から新庁舎での業務が開始となります。新庁舎で私
が一番気に入っているところは、待合いロビーと事務
室の高さが同じところ。これまでは事務室の方が一段
高く、お客さんを見下ろすような感じだったのですが、
これからは同じ目線で話ができるようになります。誰
かとコミュニケーションを図るとき、物理的にも気持
ち的にも相手と同じ目線に立つのはとても大切なこと
です。今年もそういう気持ちを忘れずに頑張っていき
ますのでよろしくお願いします。（菅）

12月いっぱいで新庁舎へ移転する東由利町役場。こ
れまで使用されてきた旧庁舎を見ておこうと、12月17
日、永慶保育園とみどり保育園の子どもたちが役場を見
学しに訪れました。いつも淡々と業務が進められている
役場ですが、子どもたちが来たとたんパッと明るい雰囲
気に。昭和34年から43年間、頑張ってきたこの庁舎も
子どもたちが最後の姿を見に来てくれたことを喜んでい
るような気がしました。（広報担当）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●東由利町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

（
11
月
21
日
〜
12
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

11／20
小
　
松
　
拓
　
工

ひ

ら

く

く

ん〈

淳
　
〉
宇
戸
坂

寿
美
子

12／11

橋
　
瞳と

う

太た

く

ん〈
栄
　
樹
〉
須
　
郷

亜
希
子

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

11
／30
大
　
沼
　
武
　
彦
さ
ん

）
蔵

藤
　
田
　
由
香
子
さ
ん

本
荘
市

12
／１
石
　
渡
　
仁
　
久
さ
ん

）
岩
　
舘

伊
　
藤
　
香
菜
子
さ
ん

大
曲
市

12
／15
畑
　
山
　
　
　
敦
さ
ん

）
下
　
吹

縄
　
野
　
和
　
江
さ
ん

本
荘
市

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

11
／22
八
嶋
ト
ミ
ヱ
さ
ん
（
94
）
祝
雄
･
義
祖
母
・
蔵（
東
光
苑
）

11
／25
小
野
　
金
蔵
さ
ん
（
80
）
ウ
ラ
子
･
夫
・
上
　
里

11
／27
佐
々
木
常
太
郎
さ
ん
（
87
）
田
鶴
子
･
父
・
大
　
琴

12
／１
長
谷
山
專
一
さ
ん
（
82
）
ツ
ネ
ヨ
･
夫
・
船
　
木

12
／13
佐
藤
　
ア
ヤ
さ
ん
（
87
）
達
　
男
･
母
・
下
　
通

（
11
月
21
日
〜

12
月
20
日
）



上
記
以
外
の
主
な
出
来
事

◆
１
月

・
新
春
町
政
座
談
会
（
４
〜
８
日
）

・
消
防
出
初
式
（
６
日
）

◆
２
月

・
高
橋
タ
ケ
ヨ
さ
ん（
小
倉
）百
歳
祝
い（
15
日
）

・
雪
も
の
が
た
り
２
０
０
２
（
16
〜
17
日
）

・
２
０
０
２
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会

（
24
日
）

・
女
性
の
た
め
の
さ
わ
や
か
講
座
（
24
日
）

◆
３
月

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
芸
術
文
化
賞
表
彰
式（
９
日
）

・
東
由
利
中
海
外
研
修（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

（
20
〜
29
日
）

◆
４
月

・
市
町
村
合
併
ト
ー
ク
（
11
日
）

・
東
由
利
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
開
業
式（
12
日
）

・
自
治
会
長
会
議
（
24
日
）

◆
５
月

・
黄
桜
ま
つ
り
（
４
〜
５
日
）

・
東
京
東
由
利
会
創
立
四
十
周
年
記
念
祝
賀

会
（
19
日
）

◆
６
月

・
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
（
16
日
）

・
敬
老
会
・
70
歳
を
祝
う
会
（
20
日
）

・
さ
な
ぶ
り
民
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
23
日
）

・
第
47
回
町
畜
産
共
進
会
（
29
日
）

◆
７
月

・
市
町
村
合
併
座
談
会
（
10
日
〜
22
日
）

・
台
風
七
号
で
洪
水
被
害
（
13
〜
16
日
）

・
ぷ
れ
っ
そ
五
周
年
誕
生
祭
（
19
日
）

・
町
消
防
訓
練
大
会
（
21
日
）

・
少
年
自
然
教
室
（
25
〜
26
日
）

・
東
光
苑
・
永
慶
保
育
園
夏
祭
り
（
27
日
）

◆
８
月

・
蔵
・
法
内
地
区
終
末
処
理
場
起
工
式

（
２
日
）

・
東
由
利
中
海
外
研
修（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

（
７
〜
15
日
）

・
親
子
ワ
ク
ワ
ク
つ
り
教
室
（
14
日
）

・
成
人
式
（
15
日
）

・
第
43
回
社
会
人
野
球
大
会
（
15
〜
16
日
）

・
さ
と
う
宗
幸
熱
唱
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト（
17
日
）

・
追
悼
式
（
23
日
）

・
自
治
会
長
会
議
（
市
町
村
合
併
）（
27
日
）

◆
９
月

・
東
由
利
町
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
会
が
新

た
に
設
立
（
２
日
）

・
佐
藤
ア
キ
さ
ん（
東
光
苑
）百
歳
祝
い（
４
日
）

・
合
同
金
婚
式
（
12
日
）

・
下
郷
分
校
閉
校
記
念
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

招
待
試
合
（
15
日
）

・
第
26
回
全
県
野
焼
き
を
楽
し
む
つ
ど
い

（
19
日
）

・
横
荘
線
メ
モ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
22
日
）

◆
10
月

・
第
二
回
や
し
お
紅
葉
ま
つ
り
（
４
日
）

・
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
（
６
日
）

・
交
通
安
全
総
点
検
（
16
日
）

・
福
祉
と
健
康
の
つ
ど
い
（
17
日
）

・
第
十
回
ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭
（
20
日
）

・
役
場
庁
舎
竣
工
記
念「
東
由
利
町
植
樹
祭
」

（
20
日
）

・
秋
ま
つ
り
２
０
０
２
（
26
〜
27
日
）

・
こ
ど
も
ま
つ
り
〜
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
２
（
27
日
）

・
道
の
駅
と
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム（
29
日
）

・
湯
楽
里
に
新
し
い
休
憩
室
が
増
築

◆
11
月

・
大
火
防
止
訓
練
（
３
日
）

・
紅
葉
ま
つ
り
新
そ
ば
フ
ェ
ア
（
３
日
）

・
紅
葉
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会（
３
日
）

・
浅
利
香
津
代
舞
台
公
演
「
霜
月
の
宴
」

（
７
日
）

・
八
塩
小
学
校
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典

（
15
日
）

・
役
場
新
庁
舎
開
所
式
（
20
日
）

・
心
の
健
康
づ
く
り
事
業
説
明
会
並
び
に
講

演
会
（
26
日
）

・
フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ（
30
日
）

◆
12
月

・
大
平
ス
キ
ー
場
開
き
（
20
日
）

・
高
橋
宏
幸
賞
童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル

（
22
日
）

3 広報ひがしゆり　15.1.1

年々登山者数が増えてい
る八塩山の山頂に待望の休
憩所が完成しました。

大
琴
小
学
校
閉
校

数々の伝統を築いてきた
大琴小が114年という長い
歴史に幕を下ろしました。

新生「高瀬小学校」がス
タート。統合後初の一年生
は15人、全校児童数は135
人になりました。

関係者ら約300人が出席
し功労者の表彰と事業の完
成を祝いました。新庁舎は
1月6日から業務開始。

八
市
町
の
助
役
と
担
当
課
長
で
構
成
さ
れ

る
合
併
協
議
準
備
会
を
設
置
。
法
定
協
議
会
設

置
に
向
け
て
準
備
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

在校生や卒業生など約
260人が出席し、55年の歴
史を持つ分校との別れを惜
しみました。

3月31日

大
琴
小
と高瀬

小
が
統
合

4月1日

八
塩
山
頂
休
憩
所

「
八
塩
山
荘
」
が
完
成

5月26日

本
荘
由
利
一
市
七
町

合
併
協
議
準
備
会
設
置

10月28日

本
荘
高
等
学
校
下
郷
分
校

閉
校
式
典

11月2日

町
功
労
者
表
彰
式
並
び
に

新
庁
舎
・
合
同
竣
工
式

11月20日

学校統合、新庁舎建設、市町村合併などたくさんのニュースや話題が

町にあふれた2002年。さまざまな出来事の中から主なニュースを紹介

します。

二
〇
〇
三
年
・
平
成
十
五
年
新

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
『
聖
域
無
き
構
造
改

革
』
を
標
榜
さ
れ
る
小
泉
内
閣
の

支
持
率
は
高
か
っ
た
こ
と
で
す

が
、
不
良
債
権
の
処
理
を
は
じ
め

大
議
論
の
民
営
化
策
な
ど
も
順
調

に
は
進
ま
ず
、
長
引
く
経
済
不
況

に
も
適
切
な
策
も
な
く
失
業
率
も

高
ま
り
と
日
本
国
中
が
大
き
な
閉

塞
感
に
包
ま
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。
今
年
も
そ
の
基
調
は
変
わ
ら

ず
、
心
配
さ
れ
る
デ
フ
レ
対
策
や

経
済
不
況
対
策
を
ど
う
す
る
の

か
、
不
良
債
権
対
策
を
優
先
す
る

の
か
課
題
の
整
理
を
さ
れ
、
一
日

も
早
く
こ
の
日
本
国
中
の
不
安
を

取
り
払
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

我
が
町
で
は
天
気
の
異
常
さ
に

悩
ま
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
春
の
異
常
高
温
、
桜
前
線
の

猛
烈
な
北
上
で
黄
桜
の
開
花
も
心

配
し
た
こ
と
で
し
た
。
米
の
収
穫

期
で
あ
る
十
月
、
十
一
月
は
例
年

の
二
倍
の
降
水
量
と
な
り
、
一
等

米
比
率
も
八
〇
�
台
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
十
一
月
十
四
日
の
大
雪

に
も
難
儀
し
ま
し
た
。
重
い
雪
で

リ
ン
ゴ
・
栗
の
木
に
大
き
な
被
害

も
出
た
こ
と
で
す
。
本
当
に
天
気

に
は
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。

新
学
期
四
月
に
大
琴
小
学
校
が

百
十
四
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、

高
瀬
小
学
校
に
統
合
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
代

の
後
半
か
ら
の
大
議
論
で
あ
り
ま

し
た
学
校
統
合
問
題
も
二
校
に
収

斂
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
五

十
五
年
の
歴
史
を
も
つ
下
郷
分
校

も
平
成
十
四
年
度
で
閉
校
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
少
子
化
の
結
果
と

は
い
え
寂
し
い
限
り
で
あ
り
ま
し

た
。四

月
、
寺
田
知
事
が
来
町
さ
れ

て
、
町
村
合
併
論
議
も
本
格
的
に

な
り
ま
し
た
。
町
で
も
七
月
に
は

集
中
的
に
合
併
座
談
会
を
開
催
し

て
合
併
の
意
義
必
要
性
に
つ
い
て

説
明
を
し
、
本
荘
市
を
含
む
一
市

七
町
で
新
し
い
行
政
体
を
つ
く
ろ

う
と
判
断
を
し
た
こ
と
で
し
た
。

地
方
分
権
、
少
子
高
齢
化
、
そ
し

て
地
方
財
政
の
将
来
性
を
考
え
て

の
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
中
で
、
将
来
の
行
政

の
拠
点
に
な
る
べ
く
役
場
庁
舎
の

完
成
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
役
場
庁
舎
は
昭
和
三
十
四

年
に
業
務
開
始
を
さ
れ
た
こ
と
で

す
が
、
木
造
で
狭
く
、
四
十
三
年

間
も
の
使
用
に
よ
く
耐
え
た
こ
と

で
す
。
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
は

一
月
六
日
か
ら
で
あ
り
ま
す
が
、

移
転
に
あ
た
っ
て
心
か
ら
旧
庁
舎

に
感
謝
を
し
た
こ
と
で
す
。

い
よ
い
よ
平
成
十
五
年
が
始
ま

り
ま
し
た
。
一
月
に
は
合
併
の
法

定
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
一
市
七

町
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
人
、
県
か
ら

一
人
の
計
四
十
一
人
で
新
し
い
地

域
づ
く
り
の
建
設
計
画
作
成
の
議

論
が
始
ま
り
ま
す
。
東
由
利
町
の

将
来
も
そ
の
計
画
書
の
中
に
盛
り

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
全
国
が
収
縮
す
る
方
向
に

あ
り
ま
す
が
、
東
由
利
町
は
新
し

い
拠
点
と
な
る
べ
く
新
庁
舎
も
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。
国
、
県
と
い

う
大
き
な
枠
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
年
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

私
た
ち
人
間
は
「
有
限
の
命
」

を
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
限
ら
れ

た
命
を
大
切
に
し
な
が
ら
精
一
杯

頑
張
れ
る
良
い
一
年
の
東
由
利
町

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈
念

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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上
記
以
外
の
主
な
出
来
事

◆
１
月

・
新
春
町
政
座
談
会
（
４
〜
８
日
）

・
消
防
出
初
式
（
６
日
）

◆
２
月

・
高
橋
タ
ケ
ヨ
さ
ん（
小
倉
）百
歳
祝
い（
15
日
）

・
雪
も
の
が
た
り
２
０
０
２
（
16
〜
17
日
）

・
２
０
０
２
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会

（
24
日
）

・
女
性
の
た
め
の
さ
わ
や
か
講
座
（
24
日
）

◆
３
月

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
芸
術
文
化
賞
表
彰
式（
９
日
）

・
東
由
利
中
海
外
研
修（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

（
20
〜
29
日
）

◆
４
月

・
市
町
村
合
併
ト
ー
ク
（
11
日
）

・
東
由
利
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
開
業
式（
12
日
）

・
自
治
会
長
会
議
（
24
日
）

◆
５
月

・
黄
桜
ま
つ
り
（
４
〜
５
日
）

・
東
京
東
由
利
会
創
立
四
十
周
年
記
念
祝
賀

会
（
19
日
）

◆
６
月

・
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
（
16
日
）

・
敬
老
会
・
70
歳
を
祝
う
会
（
20
日
）

・
さ
な
ぶ
り
民
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
23
日
）

・
第
47
回
町
畜
産
共
進
会
（
29
日
）

◆
７
月

・
市
町
村
合
併
座
談
会
（
10
日
〜
22
日
）

・
台
風
七
号
で
洪
水
被
害
（
13
〜
16
日
）

・
ぷ
れ
っ
そ
五
周
年
誕
生
祭
（
19
日
）

・
町
消
防
訓
練
大
会
（
21
日
）

・
少
年
自
然
教
室
（
25
〜
26
日
）

・
東
光
苑
・
永
慶
保
育
園
夏
祭
り
（
27
日
）

◆
８
月

・
蔵
・
法
内
地
区
終
末
処
理
場
起
工
式

（
２
日
）

・
東
由
利
中
海
外
研
修（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

（
７
〜
15
日
）

・
親
子
ワ
ク
ワ
ク
つ
り
教
室
（
14
日
）

・
成
人
式
（
15
日
）

・
第
43
回
社
会
人
野
球
大
会
（
15
〜
16
日
）

・
さ
と
う
宗
幸
熱
唱
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト（
17
日
）

・
追
悼
式
（
23
日
）

・
自
治
会
長
会
議
（
市
町
村
合
併
）（
27
日
）

◆
９
月

・
東
由
利
町
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
会
が
新

た
に
設
立
（
２
日
）

・
佐
藤
ア
キ
さ
ん（
東
光
苑
）百
歳
祝
い（
４
日
）

・
合
同
金
婚
式
（
12
日
）

・
下
郷
分
校
閉
校
記
念
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

招
待
試
合
（
15
日
）

・
第
26
回
全
県
野
焼
き
を
楽
し
む
つ
ど
い

（
19
日
）

・
横
荘
線
メ
モ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
22
日
）

◆
10
月

・
第
二
回
や
し
お
紅
葉
ま
つ
り
（
４
日
）

・
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
（
６
日
）

・
交
通
安
全
総
点
検
（
16
日
）

・
福
祉
と
健
康
の
つ
ど
い
（
17
日
）

・
第
十
回
ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭
（
20
日
）

・
役
場
庁
舎
竣
工
記
念「
東
由
利
町
植
樹
祭
」

（
20
日
）

・
秋
ま
つ
り
２
０
０
２
（
26
〜
27
日
）

・
こ
ど
も
ま
つ
り
〜
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
２
（
27
日
）

・
道
の
駅
と
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム（
29
日
）

・
湯
楽
里
に
新
し
い
休
憩
室
が
増
築

◆
11
月

・
大
火
防
止
訓
練
（
３
日
）

・
紅
葉
ま
つ
り
新
そ
ば
フ
ェ
ア
（
３
日
）

・
紅
葉
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会（
３
日
）

・
浅
利
香
津
代
舞
台
公
演
「
霜
月
の
宴
」

（
７
日
）

・
八
塩
小
学
校
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典

（
15
日
）

・
役
場
新
庁
舎
開
所
式
（
20
日
）

・
心
の
健
康
づ
く
り
事
業
説
明
会
並
び
に
講

演
会
（
26
日
）

・
フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ（
30
日
）

◆
12
月

・
大
平
ス
キ
ー
場
開
き
（
20
日
）

・
高
橋
宏
幸
賞
童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル

（
22
日
）
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年々登山者数が増えてい
る八塩山の山頂に待望の休
憩所が完成しました。

大
琴
小
学
校
閉
校

数々の伝統を築いてきた
大琴小が114年という長い
歴史に幕を下ろしました。

新生「高瀬小学校」がス
タート。統合後初の一年生
は15人、全校児童数は135
人になりました。

関係者ら約300人が出席
し功労者の表彰と事業の完
成を祝いました。新庁舎は
1月6日から業務開始。

八
市
町
の
助
役
と
担
当
課
長
で
構
成
さ
れ

る
合
併
協
議
準
備
会
を
設
置
。
法
定
協
議
会
設

置
に
向
け
て
準
備
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

在校生や卒業生など約
260人が出席し、55年の歴
史を持つ分校との別れを惜
しみました。

3月31日

大
琴
小
と高瀬

小
が
統
合

4月1日

八
塩
山
頂
休
憩
所

「
八
塩
山
荘
」
が
完
成

5月26日

本
荘
由
利
一
市
七
町

合
併
協
議
準
備
会
設
置

10月28日

本
荘
高
等
学
校
下
郷
分
校

閉
校
式
典

11月2日

町
功
労
者
表
彰
式
並
び
に

新
庁
舎
・
合
同
竣
工
式

11月20日

学校統合、新庁舎建設、市町村合併などたくさんのニュースや話題が

町にあふれた2002年。さまざまな出来事の中から主なニュースを紹介

します。

二
〇
〇
三
年
・
平
成
十
五
年
新

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
『
聖
域
無
き
構
造
改

革
』
を
標
榜
さ
れ
る
小
泉
内
閣
の

支
持
率
は
高
か
っ
た
こ
と
で
す

が
、
不
良
債
権
の
処
理
を
は
じ
め

大
議
論
の
民
営
化
策
な
ど
も
順
調

に
は
進
ま
ず
、
長
引
く
経
済
不
況

に
も
適
切
な
策
も
な
く
失
業
率
も

高
ま
り
と
日
本
国
中
が
大
き
な
閉

塞
感
に
包
ま
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。
今
年
も
そ
の
基
調
は
変
わ
ら

ず
、
心
配
さ
れ
る
デ
フ
レ
対
策
や

経
済
不
況
対
策
を
ど
う
す
る
の

か
、
不
良
債
権
対
策
を
優
先
す
る

の
か
課
題
の
整
理
を
さ
れ
、
一
日

も
早
く
こ
の
日
本
国
中
の
不
安
を

取
り
払
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

我
が
町
で
は
天
気
の
異
常
さ
に

悩
ま
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
春
の
異
常
高
温
、
桜
前
線
の

猛
烈
な
北
上
で
黄
桜
の
開
花
も
心

配
し
た
こ
と
で
し
た
。
米
の
収
穫

期
で
あ
る
十
月
、
十
一
月
は
例
年

の
二
倍
の
降
水
量
と
な
り
、
一
等

米
比
率
も
八
〇
�
台
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
十
一
月
十
四
日
の
大
雪

に
も
難
儀
し
ま
し
た
。
重
い
雪
で

リ
ン
ゴ
・
栗
の
木
に
大
き
な
被
害

も
出
た
こ
と
で
す
。
本
当
に
天
気

に
は
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。

新
学
期
四
月
に
大
琴
小
学
校
が

百
十
四
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、

高
瀬
小
学
校
に
統
合
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
代

の
後
半
か
ら
の
大
議
論
で
あ
り
ま

し
た
学
校
統
合
問
題
も
二
校
に
収

斂
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
五

十
五
年
の
歴
史
を
も
つ
下
郷
分
校

も
平
成
十
四
年
度
で
閉
校
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
少
子
化
の
結
果
と

は
い
え
寂
し
い
限
り
で
あ
り
ま
し

た
。四

月
、
寺
田
知
事
が
来
町
さ
れ

て
、
町
村
合
併
論
議
も
本
格
的
に

な
り
ま
し
た
。
町
で
も
七
月
に
は

集
中
的
に
合
併
座
談
会
を
開
催
し

て
合
併
の
意
義
必
要
性
に
つ
い
て

説
明
を
し
、
本
荘
市
を
含
む
一
市

七
町
で
新
し
い
行
政
体
を
つ
く
ろ

う
と
判
断
を
し
た
こ
と
で
し
た
。

地
方
分
権
、
少
子
高
齢
化
、
そ
し

て
地
方
財
政
の
将
来
性
を
考
え
て

の
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
中
で
、
将
来
の
行
政

の
拠
点
に
な
る
べ
く
役
場
庁
舎
の

完
成
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
役
場
庁
舎
は
昭
和
三
十
四

年
に
業
務
開
始
を
さ
れ
た
こ
と
で

す
が
、
木
造
で
狭
く
、
四
十
三
年

間
も
の
使
用
に
よ
く
耐
え
た
こ
と

で
す
。
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
は

一
月
六
日
か
ら
で
あ
り
ま
す
が
、

移
転
に
あ
た
っ
て
心
か
ら
旧
庁
舎

に
感
謝
を
し
た
こ
と
で
す
。

い
よ
い
よ
平
成
十
五
年
が
始
ま

り
ま
し
た
。
一
月
に
は
合
併
の
法

定
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
一
市
七

町
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
人
、
県
か
ら

一
人
の
計
四
十
一
人
で
新
し
い
地

域
づ
く
り
の
建
設
計
画
作
成
の
議

論
が
始
ま
り
ま
す
。
東
由
利
町
の

将
来
も
そ
の
計
画
書
の
中
に
盛
り

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
全
国
が
収
縮
す
る
方
向
に

あ
り
ま
す
が
、
東
由
利
町
は
新
し

い
拠
点
と
な
る
べ
く
新
庁
舎
も
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。
国
、
県
と
い

う
大
き
な
枠
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
年
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

私
た
ち
人
間
は
「
有
限
の
命
」

を
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
限
ら
れ

た
命
を
大
切
に
し
な
が
ら
精
一
杯

頑
張
れ
る
良
い
一
年
の
東
由
利
町

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈
念

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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七
十
二
万
円
。

転
作
▼
転
作
実
績
三
八
七
�
、
達
成
率
一
〇

三
・
六
�
。
本
町
の
平
成
十
五
年
度
の
目
標

面
積
は
三
九
七
�
。
二
月
に
は
各
農
家
へ
仮

配
分
の
予
定
。

中
山
間
地
域
直
接
支
払
▼
対
象
面
積
は
、
急

傾
斜
・
緩
傾
斜
合
わ
せ
て
九
八
四
�
余
り
。

昨
年
よ
り
三
四
�
の
減
。
今
年
度
の
交
付
金

は
、
一
億
八
百
三
十
五
万
円
。

畑
作
▼
主
要
野
菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
サ
ヤ
イ

ン
ゲ
ン
・
馬
鈴
薯
）
の
販
売
数
量
、
販
売
金

額
と
も
に
前
年
を
大
き
く
下
回
っ
た
。
販
売

金
額
五
千
二
百
二
十
三
万
円
、
前
年
比
千
八

百
万
円
の
減
。

葉
た
ば
こ
▼
買
入
は
一
月
十
日
か
ら
予
定
。

立
枯
病
や
長
雨
の
た
め
収
穫
量
は
減
少
し
、

前
年
比
一
割
程
度
の
減
収
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。

畜
産
▼
肉
用
牛
の
販
売
頭
数
は
五
六
三
頭
、

販
売
金
額
は
昨
年
よ
り
千
三
百
万
円
多
い
二

億
二
千
万
円
。
生
乳
は
販
売
数
量
が
前
年
比

八
ポ
イ
ン
ト
増
、
販
売
金
額
十
ポ
イ
ン
ト
増
。

林
業
▼
造
林
事
業
の
実
績
は
延
べ
一
〇
一

�
。
牧
山
線
開
設
工
事
の
進
捗
率
四
四
�
。

高
森
線
は
今
年
度
を
も
っ
て
終
了
。
森
林
整

備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
は
十
一

月
末
ま
で
に
三
十
六
協
定
、
対
象
面
積
約
一
、

〇
九
五
�
が
決
定
。

《
建
　
設
　
課
》

一
〇
七
号
板
戸
工
区
▼
第
二
工
区
対
岸
の
法

面
に
崩
落
の
恐
れ
が
あ
り
現
在
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
中
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
十
五
〜
十
六
年

度
施
工
予
定
。
第
三
工
区
（
延
長
一
、
五
〇

〇
�
）
は
十
七
年
度
完
成
予
定
。

神
岡
・
南
外
・
東
由
利
線
▼
橋
梁
上
部
工
は

雪
の
た
め
三
月
か
ら
工
事
開
始
。
道
路
本
体

の
掘
削
盛
土
工
事
は
三
月
に
発
注
予
定
。
新

処
地
区
流
雪
溝
工
事
は
完
成
。

仁
賀
保
・
矢
島
・
舘
合
線
▼
須
郷
峠
か
ら
作

業
に
着
工
、
工
期
は
二
月
十
日
ま
で
。

国
道
三
九
八
号
▼
待
避
所
設
置
工
事
が
二
カ

所
分
発
注
。

台
山
線
（
歩
道
設
置
）
▼
須
郷
田
跡
見
坂
線

交
差
点
ま
で
改
良
を
進
め
る
予
定
。

根
城
線
（
改
良
）
▼
延
長
一
七
四
�
の
改
良

工
事
が
完
成
。
交
通
を
解
放
し
て
い
る
。

土
場
沢
線
（
林
道
）
▼
平
坦
部
分
は
年
内
に

舗
装
ま
で
完
了
予
定
、
残
り
は
二
月
末
か
ら

舗
装
工
事
開
始
。
工
期
は
三
月
二
十
五
日
ま

で
。

石
塚
線
（
同
）
▼
舗
装
工
事
は
十
月
に
完
成
。

袖
山
沢
中
線
（
同
）
▼
本
年
度
を
も
っ
て
完

了
予
定
。

桧
ノ
沢
線
（
同
）
▼
十
一
月
末
に
完
成
。

蒲
台
線
（
同
）
▼
県
代
行
の
フ
ォ
レ
ス
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
整
備
事
業
で
十
五
年
度
か

ら
着
工
。
水
田
分
の
用
地
測
量
が
行
わ
れ
て

お
り
、
十
二
月
十
二
日
に
関
係
者
へ
の
説
明

会
を
開
催
。

災
害
▼
凍
上
災
残
り
九
カ
所
は
大
雪
の
た
め

工
程
が
遅
れ
、
工
事
量
の
多
い
袖
山
線
は
一

部
を
施
工
し
一
時
中
断
、
二
月
下
旬
か
ら
施

工
再
開
。

上
水
道
▼
下
水
道
工
事
と
併
行
で
法
内
地

区
、
島
・
宮
ノ
前
、
蔵
地
区
で
ま
も
な
く
完

了
。
残
り
は
小
倉
地
内
の
県
道
舗
装
改
築
工

事
に
併
せ
施
工
。

下
水
道
▼
法
内
地
区
・
宮
ノ
前
・
蔵
地
内
・

島
地
内
は
ま
も
な
く
完
成
予
定
で
残
り
は
小

倉
地
内
の
舗
装
改
築
工
事
に
併
せ
施
工
。
処

理
場
は
現
在
防
水
工
事
を
施
工
中
。
老
方
・

舘
合
処
理
区
の
加
入
率
は
、
四
月
以
降
三
二

件
あ
っ
て
四
九
・
四
�
。
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
も
六
戸
完
成
し
、
十
五
年
度
も
進
め
る

予
定
。

《
総
　
務
　
課
》

町
功
労
者
表
彰
式
及
び
合
同
竣
工
式
▼
十
一

月
二
十
日
開
催
。
約
三
百
人
の
来
賓
が
出
席
。

新
庁
舎
開
庁
▼
一
月
六
日
か
ら
業
務
開
始
。

《
企
　
画
　
課
》

市
町
村
合
併
▼
十
月
二
八
日
、
八
市
町
の
助

役
・
担
当
課
長
を
も
っ
て
の
合
併
協
議
準
備

会
を
設
置
。
十
二
月
一
日
に
本
荘
市
三
人
、

各
町
職
員
一
人
、
合
わ
せ
て
十
人
を
事
務
局

職
員
に
委
嘱
。
新
年
一
月
中
旬
に
は
議
会
の

議
決
を
受
け
、
合
併
法
定
協
議
会
を
設
置
す

べ
く
事
務
を
進
行
中
。

「
湯
楽
里
」
休
憩
室
▼
男
女
浴
室
間
に
二
十

四
畳
の
和
室
を
増
築
、
十
月
十
七
日
か
ら
使

用
開
始
。

八
塩
い
こ
い
の
森
▼
十
一
月
十
日
を
も
っ
て

営
業
終
了
。
各
有
料
施
設
の
延
べ
利
用
者
数

は
八
、
八
三
四
人
。
内
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
延
べ
利
用
者
数
四
、
三
二
五
人
、
前
年
比

二
九
一
人
の
増
。

《
教
育
文
化
課
》

叙
勲
▼
笹
本
幸
氏
（
蔵
）
が
秋
の
叙
勲
で
勲

五
等
瑞
宝
章
を
受
章
（
学
校
保
健
功
労
）。

記
念
式
典
▼
十
一
月
二
日
に
下
郷
分
校
閉
校

式
典
、
十
一
月
十
五
日
に
八
塩
小
学
校
創
立

二
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
。

中
学
校
寄
宿
舎
入
舎
状
況
▼
一
年
生
七
人
、

二
年
生
三
人
、
三
年
生
七
人
の
計
十
七
人
。

県
か
ら
講
師
一
人
派
遣
。

東
由
利
音
楽
祭
▼
十
月
二
十
日
、
第
十
回
東

由
利
音
楽
祭
を
開
催
。
節
目
を
迎
え
、
来
年

度
以
降
の
音
楽
祭
の
持
ち
方
に
つ
い
て
検

討
。

宏
幸
賞
童
話
コ
ン
ク
ー
ル
▼
今
年
度
か
ら
対

象
者
を
小
学
三
年
生
ま
で
に
限
定
。
応
募
状

況
は
感
想
文
が
十
五
点
、
感
想
画
幼
児
の
部

が
六
百
二
十
五
点
、
小
学
生
の
部
が
二
千
六

百
二
十
四
点
。
十
二
月
二
十
二
日
表
彰
式
開

催
。

勤
労
者
野
球
場
▼
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
か

ら
町
が
勤
労
者
野
球
場
を
一
万
五
百
円
で
購

入
予
定
。

電
子
基
準
点
設
置
▼
地
震
予
知
の
た
め
の
広

域
地
核
変
動
等
の
監
視
お
よ
び
各
種
公
共
測

量
の
基
準
と
な
る
電
子
基
準
点
を
東
由
利
中

学
校
の
敷
地
内
に
設
置
。

《
庁
舎
建
設
室
》

新
庁
舎
建
設
▼
十
三
年
八
月
二
十
七
日
か
ら

十
四
年
十
一
月
十
五
日
ま
で
の
二
カ
年
の
工

事
期
間
で
完
成
。
総
事
業
費
十
一
億
八
千
二

百
二
十
七
万
円
。

《
東
　
光
　
苑
》

施
設
利
用
状
況
▼
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
定

員
十
二
人
に
対
し
月
の
半
数
以
上
が
十
二

人
。
利
用
者
の
利
用
延
べ
日
数
の
前
年
比
は

一
・
五
倍
以
上
。

入
所
待
機
者
状
況
▼
四
月
以
降
の
新
た
な
入

所
者
は
七
人
。
十
二
月
現
在
の
待
機
者
は
四

十
八
人
。
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《
役
場
庁
舎
位
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

役
場
庁
舎
の
住
所
を
「
後
田
七
十
番
地
の

三
」
か
ら
「
橋
脇
百
十
二
番
地
」
に
改
め
た

も
の
。

《
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

一
般
職
の
職
員
給
与
に
つ
い
て
平
均
一
・

九
三
�
引
き
下
げ
た
も
の
。
ま
た
、
期
末
手

当
お
よ
び
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
よ
り
年
間
〇
・
〇
五
ヵ
月
引
き
下
げ
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
支
給
時
期
を
六
月
と
十
二

月
の
二
回
と
し
た
も
の
。

《
高
額
療
養
費
貸
付
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

老
人
保
健
法
の
改
正
に
伴
い
、
老
人
保
健

の
該
当
者
に
も
高
額
療
養
費
貸
付
基
金
か
ら

貸
し
付
け
で
き
る
よ
う
に
改
め
、
社
会
保
険

加
入
者
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
に
同
様
の

貸
付
制
度
が
あ
る
の
で
、
貸
付
対
象
者
を
国

保
の
被
保
険
者
に
限
定
し
た
も
の
。

《
東
由
利
町
議
会
の
議
員
の

定
数
を
定
め
る
条
例
》

東
由
利
町
議
会
の
議
員
の
定
数
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
減
少
条
例

（
定
数
十
四
人
）
を
廃
止
し
、
定
数
条
例

（
定
数
十
四
人
）
と
し
た
も
の
。

《
一
般
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予

算
に
そ
れ
ぞ
れ
千
九
百
二
十
二
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
五
十
一
億
四
千
七
百
七
十

四
万
二
千
円
と
し
た
も
の
。
追
加
と
な
っ
た

主
な
歳
出
補
正
予
算
の
内
訳
は
▼
十
一
月
の

大
雪
に
よ
る
路
肩
決
壊
個
所
の
補
修
費
な
ど

三
百
万
円
▼
公
民
館
内
部
改
修
工
事
関
連
費

四
千
二
百
九
十
八
万
二
千
円

《
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ

れ
ぞ
れ
九
百
九
十
三
万
五
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
四
億
七
千
九
百
五
十
二
万
一
千

円
と
し
た
も
の
。
歳
出
追
加
の
主
な
内
訳
は

老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
。

《
老
人
保
健
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
六
千
七
百
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
七
億
四
千
六
百
四
十
五
万
七
千
円
と
し
た

も
の
。
歳
出
減
額
の
主
な
内
訳
は
医
療
給
付

見
込
み
額
に
よ
る
も
の
。

《
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
五

十
九
万
六
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二

億
六
千
三
百
八
十
八
万
円
と
し
た
も
の
。

《
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
四
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
七
億
八

千
八
百
八
十
四
万
七
千
円
と
し
た
も
の
。

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑

特
別
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東

光
苑
特
別
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
歳
出
予
算

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
百
二
十
二
万
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
二
億
八
千
九
百
七
十
三
万

円
と
し
た
も
の
。

町
議
会
十
二
月
定
例
会
が
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
四
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
役
場
庁
舎
位
置
条
例
改
正
案
や
一
般
職
の
給
与
条
例
改
正
案
、
十
四
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
可

決
さ
れ
た
主
な
議
案
、
行
政
報
告
、
一
般
質
問
な
ど
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
会
12
月
定
例
会

一
般
職
の
給
与

平
均
1.93
�
引
き
下
げ
へ

主
な
議
案

《
町
民
福
祉
課
》

戸
籍
事
務
電
算
化
▼
戸
籍
事
務
電
算
化
が
十

二
月
二
十
八
日
か
ら
開
始
。

出
稼
ぎ
▼
現
在
五
十
四
人
。
昨
年
よ
り
二
十

人
減
。

保
育
所
の
入
所
状
況
▼
み
ど
り
保
育
園
に
五

十
八
人
、
永
慶
保
育
園
に
八
十
六
人
、
本
荘

市
内
の
保
育
園
に
三
人
、
計
百
四
十
七
人
の

入
所
。

学
童
保
育
▼
登
録
人
数
七
人
、
実
利
用
人
数

四
人
。

介
護
保
険
▼
現
在
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計

画
作
成
中
。
月
額
保
険
料
は
増
額
改
訂
の
見

込
み
。

火
葬
場
修
繕
▼
十
一
月
二
十
七
日
火
葬
炉
の

修
理
が
完
了
。《

産
　
業
　
課
》

稲
作
▼
十
一
月
末
現
在
の
集
荷
数
量
十
一
万

二
千
袋
、
集
荷
率
八
九
・
四
�
。
販
売
金
額

八
億
百
七
十
五
万
円
（
前
年
同
期
比
一
億
円

減
）。
一
等
米
比
率
八
二
・
七
�
。

無
人
ヘ
リ
の
事
故
▼
八
月
二
十
一
日
の
田
代

地
区
で
の
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
事
故
に
つ

い
て
災
害
の
報
告
あ
り
（
口
頭
で
は
八
月
二

十
三
日
に
報
告
）。

秋
の
長
雨
、
早
期
降
雪
被
害
▼
秋
の
長
雨
に

よ
り
農
地
農
道
等
の
崩
落
な
ど
、
現
段
階
で

八
件
の
被
害
。
ま
た
、
早
期
降
雪
に
よ
る
り

ん
ご
の
果
実
や
樹
体
な
ど
の
被
害
総
額
は
約

町
長
行
政
報
告
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七
十
二
万
円
。

転
作
▼
転
作
実
績
三
八
七
�
、
達
成
率
一
〇

三
・
六
�
。
本
町
の
平
成
十
五
年
度
の
目
標

面
積
は
三
九
七
�
。
二
月
に
は
各
農
家
へ
仮

配
分
の
予
定
。

中
山
間
地
域
直
接
支
払
▼
対
象
面
積
は
、
急

傾
斜
・
緩
傾
斜
合
わ
せ
て
九
八
四
�
余
り
。

昨
年
よ
り
三
四
�
の
減
。
今
年
度
の
交
付
金

は
、
一
億
八
百
三
十
五
万
円
。

畑
作
▼
主
要
野
菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
サ
ヤ
イ

ン
ゲ
ン
・
馬
鈴
薯
）
の
販
売
数
量
、
販
売
金

額
と
も
に
前
年
を
大
き
く
下
回
っ
た
。
販
売

金
額
五
千
二
百
二
十
三
万
円
、
前
年
比
千
八

百
万
円
の
減
。

葉
た
ば
こ
▼
買
入
は
一
月
十
日
か
ら
予
定
。

立
枯
病
や
長
雨
の
た
め
収
穫
量
は
減
少
し
、

前
年
比
一
割
程
度
の
減
収
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。

畜
産
▼
肉
用
牛
の
販
売
頭
数
は
五
六
三
頭
、

販
売
金
額
は
昨
年
よ
り
千
三
百
万
円
多
い
二

億
二
千
万
円
。
生
乳
は
販
売
数
量
が
前
年
比

八
ポ
イ
ン
ト
増
、
販
売
金
額
十
ポ
イ
ン
ト
増
。

林
業
▼
造
林
事
業
の
実
績
は
延
べ
一
〇
一

�
。
牧
山
線
開
設
工
事
の
進
捗
率
四
四
�
。

高
森
線
は
今
年
度
を
も
っ
て
終
了
。
森
林
整

備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
は
十
一

月
末
ま
で
に
三
十
六
協
定
、
対
象
面
積
約
一
、

〇
九
五
�
が
決
定
。

《
建
　
設
　
課
》

一
〇
七
号
板
戸
工
区
▼
第
二
工
区
対
岸
の
法

面
に
崩
落
の
恐
れ
が
あ
り
現
在
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
中
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
十
五
〜
十
六
年

度
施
工
予
定
。
第
三
工
区
（
延
長
一
、
五
〇

〇
�
）
は
十
七
年
度
完
成
予
定
。

神
岡
・
南
外
・
東
由
利
線
▼
橋
梁
上
部
工
は

雪
の
た
め
三
月
か
ら
工
事
開
始
。
道
路
本
体

の
掘
削
盛
土
工
事
は
三
月
に
発
注
予
定
。
新

処
地
区
流
雪
溝
工
事
は
完
成
。

仁
賀
保
・
矢
島
・
舘
合
線
▼
須
郷
峠
か
ら
作

業
に
着
工
、
工
期
は
二
月
十
日
ま
で
。

国
道
三
九
八
号
▼
待
避
所
設
置
工
事
が
二
カ

所
分
発
注
。

台
山
線
（
歩
道
設
置
）
▼
須
郷
田
跡
見
坂
線

交
差
点
ま
で
改
良
を
進
め
る
予
定
。

根
城
線
（
改
良
）
▼
延
長
一
七
四
�
の
改
良

工
事
が
完
成
。
交
通
を
解
放
し
て
い
る
。

土
場
沢
線
（
林
道
）
▼
平
坦
部
分
は
年
内
に

舗
装
ま
で
完
了
予
定
、
残
り
は
二
月
末
か
ら

舗
装
工
事
開
始
。
工
期
は
三
月
二
十
五
日
ま

で
。

石
塚
線
（
同
）
▼
舗
装
工
事
は
十
月
に
完
成
。

袖
山
沢
中
線
（
同
）
▼
本
年
度
を
も
っ
て
完

了
予
定
。

桧
ノ
沢
線
（
同
）
▼
十
一
月
末
に
完
成
。

蒲
台
線
（
同
）
▼
県
代
行
の
フ
ォ
レ
ス
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
整
備
事
業
で
十
五
年
度
か

ら
着
工
。
水
田
分
の
用
地
測
量
が
行
わ
れ
て

お
り
、
十
二
月
十
二
日
に
関
係
者
へ
の
説
明

会
を
開
催
。

災
害
▼
凍
上
災
残
り
九
カ
所
は
大
雪
の
た
め

工
程
が
遅
れ
、
工
事
量
の
多
い
袖
山
線
は
一

部
を
施
工
し
一
時
中
断
、
二
月
下
旬
か
ら
施

工
再
開
。

上
水
道
▼
下
水
道
工
事
と
併
行
で
法
内
地

区
、
島
・
宮
ノ
前
、
蔵
地
区
で
ま
も
な
く
完

了
。
残
り
は
小
倉
地
内
の
県
道
舗
装
改
築
工

事
に
併
せ
施
工
。

下
水
道
▼
法
内
地
区
・
宮
ノ
前
・
蔵
地
内
・

島
地
内
は
ま
も
な
く
完
成
予
定
で
残
り
は
小

倉
地
内
の
舗
装
改
築
工
事
に
併
せ
施
工
。
処

理
場
は
現
在
防
水
工
事
を
施
工
中
。
老
方
・

舘
合
処
理
区
の
加
入
率
は
、
四
月
以
降
三
二

件
あ
っ
て
四
九
・
四
�
。
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
も
六
戸
完
成
し
、
十
五
年
度
も
進
め
る

予
定
。

《
総
　
務
　
課
》

町
功
労
者
表
彰
式
及
び
合
同
竣
工
式
▼
十
一

月
二
十
日
開
催
。
約
三
百
人
の
来
賓
が
出
席
。

新
庁
舎
開
庁
▼
一
月
六
日
か
ら
業
務
開
始
。

《
企
　
画
　
課
》

市
町
村
合
併
▼
十
月
二
八
日
、
八
市
町
の
助

役
・
担
当
課
長
を
も
っ
て
の
合
併
協
議
準
備

会
を
設
置
。
十
二
月
一
日
に
本
荘
市
三
人
、

各
町
職
員
一
人
、
合
わ
せ
て
十
人
を
事
務
局

職
員
に
委
嘱
。
新
年
一
月
中
旬
に
は
議
会
の

議
決
を
受
け
、
合
併
法
定
協
議
会
を
設
置
す

べ
く
事
務
を
進
行
中
。

「
湯
楽
里
」
休
憩
室
▼
男
女
浴
室
間
に
二
十

四
畳
の
和
室
を
増
築
、
十
月
十
七
日
か
ら
使

用
開
始
。

八
塩
い
こ
い
の
森
▼
十
一
月
十
日
を
も
っ
て

営
業
終
了
。
各
有
料
施
設
の
延
べ
利
用
者
数

は
八
、
八
三
四
人
。
内
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
延
べ
利
用
者
数
四
、
三
二
五
人
、
前
年
比

二
九
一
人
の
増
。

《
教
育
文
化
課
》

叙
勲
▼
笹
本
幸
氏
（
蔵
）
が
秋
の
叙
勲
で
勲

五
等
瑞
宝
章
を
受
章
（
学
校
保
健
功
労
）。

記
念
式
典
▼
十
一
月
二
日
に
下
郷
分
校
閉
校

式
典
、
十
一
月
十
五
日
に
八
塩
小
学
校
創
立

二
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
。

中
学
校
寄
宿
舎
入
舎
状
況
▼
一
年
生
七
人
、

二
年
生
三
人
、
三
年
生
七
人
の
計
十
七
人
。

県
か
ら
講
師
一
人
派
遣
。

東
由
利
音
楽
祭
▼
十
月
二
十
日
、
第
十
回
東

由
利
音
楽
祭
を
開
催
。
節
目
を
迎
え
、
来
年

度
以
降
の
音
楽
祭
の
持
ち
方
に
つ
い
て
検

討
。

宏
幸
賞
童
話
コ
ン
ク
ー
ル
▼
今
年
度
か
ら
対

象
者
を
小
学
三
年
生
ま
で
に
限
定
。
応
募
状

況
は
感
想
文
が
十
五
点
、
感
想
画
幼
児
の
部

が
六
百
二
十
五
点
、
小
学
生
の
部
が
二
千
六

百
二
十
四
点
。
十
二
月
二
十
二
日
表
彰
式
開

催
。

勤
労
者
野
球
場
▼
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
か

ら
町
が
勤
労
者
野
球
場
を
一
万
五
百
円
で
購

入
予
定
。

電
子
基
準
点
設
置
▼
地
震
予
知
の
た
め
の
広

域
地
核
変
動
等
の
監
視
お
よ
び
各
種
公
共
測

量
の
基
準
と
な
る
電
子
基
準
点
を
東
由
利
中

学
校
の
敷
地
内
に
設
置
。

《
庁
舎
建
設
室
》

新
庁
舎
建
設
▼
十
三
年
八
月
二
十
七
日
か
ら

十
四
年
十
一
月
十
五
日
ま
で
の
二
カ
年
の
工

事
期
間
で
完
成
。
総
事
業
費
十
一
億
八
千
二

百
二
十
七
万
円
。

《
東
　
光
　
苑
》

施
設
利
用
状
況
▼
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
定

員
十
二
人
に
対
し
月
の
半
数
以
上
が
十
二

人
。
利
用
者
の
利
用
延
べ
日
数
の
前
年
比
は

一
・
五
倍
以
上
。

入
所
待
機
者
状
況
▼
四
月
以
降
の
新
た
な
入

所
者
は
七
人
。
十
二
月
現
在
の
待
機
者
は
四

十
八
人
。
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《
役
場
庁
舎
位
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

役
場
庁
舎
の
住
所
を
「
後
田
七
十
番
地
の

三
」
か
ら
「
橋
脇
百
十
二
番
地
」
に
改
め
た

も
の
。

《
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

一
般
職
の
職
員
給
与
に
つ
い
て
平
均
一
・

九
三
�
引
き
下
げ
た
も
の
。
ま
た
、
期
末
手

当
お
よ
び
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
よ
り
年
間
〇
・
〇
五
ヵ
月
引
き
下
げ
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
支
給
時
期
を
六
月
と
十
二

月
の
二
回
と
し
た
も
の
。

《
高
額
療
養
費
貸
付
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

老
人
保
健
法
の
改
正
に
伴
い
、
老
人
保
健

の
該
当
者
に
も
高
額
療
養
費
貸
付
基
金
か
ら

貸
し
付
け
で
き
る
よ
う
に
改
め
、
社
会
保
険

加
入
者
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
に
同
様
の

貸
付
制
度
が
あ
る
の
で
、
貸
付
対
象
者
を
国

保
の
被
保
険
者
に
限
定
し
た
も
の
。

《
東
由
利
町
議
会
の
議
員
の

定
数
を
定
め
る
条
例
》

東
由
利
町
議
会
の
議
員
の
定
数
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
減
少
条
例

（
定
数
十
四
人
）
を
廃
止
し
、
定
数
条
例

（
定
数
十
四
人
）
と
し
た
も
の
。

《
一
般
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予

算
に
そ
れ
ぞ
れ
千
九
百
二
十
二
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
五
十
一
億
四
千
七
百
七
十

四
万
二
千
円
と
し
た
も
の
。
追
加
と
な
っ
た

主
な
歳
出
補
正
予
算
の
内
訳
は
▼
十
一
月
の

大
雪
に
よ
る
路
肩
決
壊
個
所
の
補
修
費
な
ど

三
百
万
円
▼
公
民
館
内
部
改
修
工
事
関
連
費

四
千
二
百
九
十
八
万
二
千
円

《
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ

れ
ぞ
れ
九
百
九
十
三
万
五
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
四
億
七
千
九
百
五
十
二
万
一
千

円
と
し
た
も
の
。
歳
出
追
加
の
主
な
内
訳
は

老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
。

《
老
人
保
健
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
六
千
七
百
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
七
億
四
千
六
百
四
十
五
万
七
千
円
と
し
た

も
の
。
歳
出
減
額
の
主
な
内
訳
は
医
療
給
付

見
込
み
額
に
よ
る
も
の
。

《
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
五

十
九
万
六
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二

億
六
千
三
百
八
十
八
万
円
と
し
た
も
の
。

《
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
四
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
七
億
八

千
八
百
八
十
四
万
七
千
円
と
し
た
も
の
。

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑

特
別
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東

光
苑
特
別
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
歳
出
予
算

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
百
二
十
二
万
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
二
億
八
千
九
百
七
十
三
万

円
と
し
た
も
の
。

町
議
会
十
二
月
定
例
会
が
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
四
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
役
場
庁
舎
位
置
条
例
改
正
案
や
一
般
職
の
給
与
条
例
改
正
案
、
十
四
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
可

決
さ
れ
た
主
な
議
案
、
行
政
報
告
、
一
般
質
問
な
ど
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
会
12
月
定
例
会

一
般
職
の
給
与

平
均
1.93
�
引
き
下
げ
へ

主
な
議
案

《
町
民
福
祉
課
》

戸
籍
事
務
電
算
化
▼
戸
籍
事
務
電
算
化
が
十

二
月
二
十
八
日
か
ら
開
始
。

出
稼
ぎ
▼
現
在
五
十
四
人
。
昨
年
よ
り
二
十

人
減
。

保
育
所
の
入
所
状
況
▼
み
ど
り
保
育
園
に
五

十
八
人
、
永
慶
保
育
園
に
八
十
六
人
、
本
荘

市
内
の
保
育
園
に
三
人
、
計
百
四
十
七
人
の

入
所
。

学
童
保
育
▼
登
録
人
数
七
人
、
実
利
用
人
数

四
人
。

介
護
保
険
▼
現
在
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計

画
作
成
中
。
月
額
保
険
料
は
増
額
改
訂
の
見

込
み
。

火
葬
場
修
繕
▼
十
一
月
二
十
七
日
火
葬
炉
の

修
理
が
完
了
。《

産
　
業
　
課
》

稲
作
▼
十
一
月
末
現
在
の
集
荷
数
量
十
一
万

二
千
袋
、
集
荷
率
八
九
・
四
�
。
販
売
金
額

八
億
百
七
十
五
万
円
（
前
年
同
期
比
一
億
円

減
）。
一
等
米
比
率
八
二
・
七
�
。

無
人
ヘ
リ
の
事
故
▼
八
月
二
十
一
日
の
田
代

地
区
で
の
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
事
故
に
つ

い
て
災
害
の
報
告
あ
り
（
口
頭
で
は
八
月
二

十
三
日
に
報
告
）。

秋
の
長
雨
、
早
期
降
雪
被
害
▼
秋
の
長
雨
に

よ
り
農
地
農
道
等
の
崩
落
な
ど
、
現
段
階
で

八
件
の
被
害
。
ま
た
、
早
期
降
雪
に
よ
る
り

ん
ご
の
果
実
や
樹
体
な
ど
の
被
害
総
額
は
約

町
長
行
政
報
告



7 広報ひがしゆり　15.1.1

町職員の給与の現状をお知らせします�町職員の給与の現状をお知らせします�
　情報公開の一環として町職員の給与等の現状につい
てお知らせします。�
　職員の給与は、人事院の給与勧告、他の地方公共団
体との均衡を考え、町議会での議決を経て条例で定め
られています。�

１．人　件　費（平成13年度普通会計決算）�
住民基本台帳人口�
14.3.31現在�

歳出総額�
（Ａ）�

実　質�
収支額�

うち人件費�
（Ｂ）�

構成比率�
（Ｂ／Ａ）�

4,956人� 4,141,499（千円）�238,524（千円）�718,948（千円）�17.3％�
※人件費には、特別職（町四役、議員、非常勤の特別職等）の給与や報酬などを含みます。�

※職員手当には、退職手当を含みません。�

２．職員給与費（平成14年度一般会計当初予算）�

３．職員の初任給（平成14年4月1日現在）�

４．職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況�
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成14年4月1日現在）�

５．平均給料月額、平均年齢の状況�

６．職員手当の状況（平成14年度）�

職員数�
Ａ�

給　　　　与　　　　費�

給　料�職員手当�期末･勤勉手当�計　Ｂ�

1人当たり�
給与額�

（Ｂ／Ａ）�
66人�239,965千円�46,480千円�100,820千円�387,265千円�5,867千円�

区　分�
一 般 行 政 職 � 技能労務職�

大 学 卒 �高 校 卒 �高 校 卒 �

初   任   給�

採用2年後�

174,400円�

188,900円�

141,900円�

151,800円�

139,000円�

148,700円�

区  分�経験年数�10年～15年未満�15年～20年未満�20年～25年未満�

一　般�
行政職�

大学卒�

高校卒�

―�

219,500円�

332,100円�

283,900円�

390,500円�

328,700円�

区　分�
平成13年4月1日�

平均給料月額�平均年齢�

平成14年4月1日�

平均給料月額�平均年齢�

一般行政職�

技能労務職�

329,500円�

246,600円�

42歳10ヵ月�

42歳 8 ヵ月�

321,000円�

250,100円�

41歳4ヵ月�

43歳2ヵ月�

①期末・勤勉手当の支給割合（国と同じになっています）�

区　　分�

期末手当�

勤勉手当�

6月期� 12月期� 3月期� 計�

1.45月分�

0.6月分�

1.55月分�

0.55月分�

0.5月分�

―�

3.5月分�

1.15月分�

②退職手当の支給割合（国と同じになっています）�

区　　分�

自己都合�

勧奨･定年�

勤続20年�勤続25年�勤続35年�最高限度�

21.0月分�

28.875月分�

33.75月分�

44.55月分�

47.50月分�

62.70月分�

60.00月分�

62.7月分�

③時間外勤務手当の支給実績（選挙担当職員分を除く）�

平成13年度�

④管理職手当の支給率（平成14年4月1日現在）�

支　　給　　総　　額�

職員1人当たり支給額�

16,811千円�

218千円�

7　　　級�

8　　　級�

主席課長補佐�

課　  長  　等�

主　　　　幹�

4％�

8％�

10％�

⑤扶養手当、住居手当、通勤手当の月額（平成14年度）�

手当名� 区　　　　　分� 支　給　額�

配偶者�
�
その他1人目�
�
その他2人目�
その他3人目から（1人当たり）�
満16歳年度当初から満22歳年度末までの1人につき�

借家�
自家�
自家で新築から5年目まで�

交通機関利用�
自動車等利用�

扶養手当�

住居手当�

通勤手当�

14,000円�
6,000円�
6,500円�
11,000円�
6,000円�
5,000円�

加算　5,000円�

最高  27,000円�
1,000円�
2,500円�

最高  50,000円�
最高  20,900円�

７．ラスパイレス指数の推移�
年　　　度�

ラスパイレス指数�

８．特別職の報酬等の状況（平成14年度）�

平成12年度�

93.6％�

平成13年度�

92.9％�

平成14年度�

94.0％�
※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与を100とした場合の町職員の�
　給与水準を表す数値をいいます。�

区　分�

町　長�

助　役�

収入役�

教育長�

９．一般行政職の級別職員数の状況（平成14年4月1日現在）�

10．部門別職員数の状況（各年4月1日現在）�

報酬月額�

815,000円�

615,000円�

575,000円�

545,000円�

区　分�

議　長�

副議長�

議　員�

報酬月額�

275,000円�

235,000円�

220,000円�

期 末 手 当 �

  6月期　1.45月分�
12月期　1.55月分�
  3月期　0.5 月分�

　  計　  3.5  月分�

区　分�

標準的な職務内容�

平成14年度職員数�

構成比�

8級�

主幹�

2人�

3.1％�

7級�

課長･主席課長補佐�

9人�

14％�

6級�

課長補佐�

9人�

14％�

5級�

係長�

16人�

25％�

4級�

主査�

9人�

14％�

3級�

主任�

7人�

10.9％�

2級�

主事�

8人�

12.5％�

1級�

主事補�

4人�

6.5％�

計
�

�

64人�

100％�
※町の「一般職の職員の給与に関する条例」に基づく給料表の級別区分による職員数です。�

区　　分�

部　　門�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

普通会計　計�

�

�

�

�

合　　計�

議　会�

総務企画�

税　務�

民　生�

衛　生�

農　林�

商　工�

土　木�

小　計�

教　育�

小　計�

�

水　道�

下水道�

その他�

小　計�

一

般

行

政

部

門

�

特
別
行
政
部
門�

公
営
企
業
等�

職 員 数 �対前年増減数� 主 な 増 減 理 由 �

14年�

2　�

21　�

4　�

6　�

4　�

12　�

1　�

5　�

55　�

20　�

20　�

75　�

2　�

1　�

35　�

38　�

113　�

13年�

2　�

21　�

4　�

7　�

3　�

13　�

1　�

6　�

57　�

21　�

21　�

78　�

2　�

1　�

36　�

39　�

117　�

14年�

　�

　�

　�

△  1�

1�

　△  1�

　�

△  1�

△  2�

△  1�

　�

△  3�

　�

　�

△  1�

△  1�

△  4

�

�

�

�

�

業務増�

事務の統廃合による�

�

事務の統廃合による�

�

退職不補充�

�

�

�

退職不補充�

�

※平成14年度職員内訳（一般行政職員64人･単純労務職員36人･臨時職員13人）�

配偶者が扶養親族である場合�

　　　  〃  　　　でない場合�

配偶者がない場合�

長
　
沼
　
久
　
利
　
議
員

問
　
地
方
交
付
税
交
付
金
の
抑
制
が
予
算

編
成
に
与
え
る
影
響
は
。

答

十
四
年
度
の
本
町
の
交
付
税
率
は
減
少

分
を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
ん
で
も

四
・
一
�
減
と
い
う
激
し
い
落
ち
込
み
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
庁
舎
建
設
な
ど
本
町
の
ハ

ー
ド
面
の
整
備
は
ほ
ぼ
済
ん
で
お
り
、
来
年

度
予
算
に
つ
い
て
は
心
配
の
な
い
予
算
編
成

が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

問
　
商
工
行
政
と
雇
用
状
況
、
就
職
体
系

の
変
化
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
財
政
に
対

す
る
影
響
は
。

答

デ
フ
レ
、
海
外
シ
フ
ト
な
ど
商
工
業
者

を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
下
で
、
行
政
と
し

て
こ
れ
を
切
り
抜
け
る
た
め
に
何
が
で
き
る

か
関
係
機
関
と
協
議
し
施
策
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。
▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
管
内
に
お

け
る
本
町
の
求
職
登
録
者
数
は
五
十
一
人
、

有
効
求
人
倍
率
は
〇
・
二
一
�
と
依
然
厳
し

い
状
況
。
▽
解
雇
さ
れ
社
会
保
険
か
ら
国
保

へ
の
加
入
者
が
増
え
て
い
る
が
、
働
き
盛
り

の
方
が
多
く
、
比
較
的
保
険
証
の
使
用
頻
度

が
少
な
い
た
め
、
国
保
財
政
に
お
け
る
影
響

は
少
な
い
。

問
　
市
町
村
合
併
後
に
お
け
る
職
員
数
適

正
化
の
方
法
は
。
ま
た
、
合
併
ま
で
の
二

年
間
、
政
策
開
発
能
力
・
人
材
育
成
を
。

答

合
併
後
は
現
在
の
約
半
分
の
職
員
で
足

り
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
特
例
措
置
が
受
け

ら
れ
る
十
年
の
間
に
定
年
退
職
す
る
職
員
は

全
体
の
約
四
〇
�
。
ほ
ぼ
適
正
化
で
き
る
も

の
と
考
え
る
。
▽
職
員
研
修
な
ど
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
さ
せ
、
職
員
の
能
力
・
資
質
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い

て
①
第
一
号
被
保
険
者
の
負
担
割
合
が
一

�
増
え
た
根
拠
は
②
第
四
、
五
段
階
の
境

と
な
る
基
準
所
得
金
額
が
変
更
さ
れ
た
理

由
は
。
ま
た
、
特
養
運
営
基
準
の
見
直
し

に
伴
い
、
介
護
福
祉
施
設
へ
の
入
所
順
位

に
変
化
は
あ
る
の
か
。

答

①
第
１
号
被
保
険
者
の
人
数
の
関
係
②

低
所
得
者
対
策
の
た
め
。
お
金
の
あ
る
人
が

保
険
料
を
多
く
払
う
と
い
う
仕
組
み
に
。
▽

運
営
基
準
の
見
直
し
に
よ
り
、
介
護
の
必
要

性
が
高
い
人
を
優
先
的
に
入
所
さ
せ
る
よ
う

に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
本
町
で
は
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
申
込
順
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
の
介
護
度
や
所
得
状
況
を
加
味
し
な
が

ら
決
め
て
い
る
。

問
　
秋
ま
つ
り
２
０
０
２
の
反
省
か
ら
、

今
後
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
行
政
の
取
る
べ

き
ス
タ
ン
ス
は
。

答

イ
ベ
ン
ト
主
催
者
に
対
す
る
支
援
や
連

絡
調
整
役
を
果
た
す
と
い
っ
た
対
応
を
考
え

て
い
る
。

問
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
議
会
映
像
配

信
・
検
索
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
。

答

現
在
整
備
中
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

施
設
に
サ
ー
バ
一
台
を
増
設
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
可
能
だ
が
、
撮
影
・
編
集
な
ど
議
会
と

協
議
す
べ
き
事
項
も
あ
る
た
め
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

小
　
松
　
　
　
賢
　
議
員

問
　
早
期
降
雪
に
よ
る
樹
木
被
害
対
策
を
。

答

国
県
の
助
成
制
度
は
な
い
。
二
次
災
害

の
可
能
性
の
あ
る
も
の
や
景
観
に
支
障
の
あ

る
も
の
以
外
に
つ
い
て
は
雪
消
え
後
何
が
で

き
る
か
検
討
し
た
い
。

問
　
ボ
ツ
メ
キ
水
源
地
石
組
歩
道
の
再
整

備
を
。

答

来
年
度
以
降
、
田
園
空
間
整
備
事
業
の

構
想
も
あ
る
。

小
　
野
　
　
　
健
　
議
員

問
　
介
護
保
険
の
要
介
護
者
に
も
障
害
者

控
除
を
適
用
し
て
は
ど
う
か
。

答

要
介
護
認
定
と
障
害
認
定
は
判
断
基
準

が
異
な
る
た
め
、
要
介
護
認
定
の
結
果
の
み

を
も
っ
て
一
律
に
身
体
障
害
者
の
程
度
を
判

断
す
る
こ
と
は
困
難
。
し
か
し
、
昨
年
か
ら

要
介
護
度
三
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
障
害
者

控
除
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
国
保
税
滞
納
対
策
と
し
て
、「
特
別

の
事
情
」
に
基
づ
く
減
免
と
国
保
税
の
引

き
下
げ
を
。

答

本
町
の
軽
減
世
帯
割
合
は
五
一
・
二
�

と
高
く
、
規
則
に
従
っ
て
特
別
な
事
情
に
基

づ
く
減
免
も
行
っ
て
お
り
、
十
分
な
対
策
に

努
め
て
い
る
。

問
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
所
得

制
限
撤
廃
を
。

答

来
年
度
か
ら
実
施
予
定
。

問
　
公
共
事
業
の
拡
充
で
地
域
産
業
の
振

興
と
雇
用
対
策
を
。
ま
た
、「
失
業
者
世

帯
自
立
支
援
事
業
」
の
利
子
補
給
な
ど
の

考
え
は
ど
う
か
。

答

生
活
に
密
着
し
た
公
共
事
業
は
今
後
も

努
力
し
て
い
く
。「
失
業
者
世
帯
自
立
支
援

事
業
」
の
利
子
補
給
と
い
う
提
案
に
つ
い
て

は
今
後
の
検
討
課
題
に
し
た
い
。

問
　
「
コ
メ
政
策
改
革
大
綱
」
に
対
す
る

考
え
、
対
策
は
。

答

国
と
い
う
大
き
な
枠
の
中
で
の
こ
と
な

の
で
、
大
綱
の
内
容
を
変
え
る
こ
と
は
難
し

い
。
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
を
ど

う
生
か
す
か
が
大
切
。
制
度
の
中
身
の
議
論

は
こ
れ
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
様
々
な
農
業

の
あ
り
方
を
再
度
検
討
し
た
い
。

問
　
合
併
特
例
法
の
期
限
後
は
、
一
万
人

未
満
の
小
規
模
自
治
体
の
権
限
を
縮
小
す

る
と
い
う
国
の
方
針
は
「
地
方
自
治
の
本

旨
」の
否
定
で
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答

小
規
模
団
体
の
権
限
が
縮
小
さ
れ
る
と

い
う
案
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
と
思
う
が
、
特
例
法
の
期
限
後
は
何
ら
か

の
合
併
誘
導
策
が
示
さ
れ
る
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
小
規
模
自
治
体
は
厳
し
い
状
況
を
迎

え
る
と
思
わ
れ
る
。
強
制
合
併
や
小
規
模
自

治
体
の
切
り
捨
て
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
部
分
に
つ
い
て
は
同
感
。
少
子
高
齢

化
・
地
方
分
権
・
地
方
財
政
の
将
来
の
見
通

し
を
勘
案
し
、
今
の
ま
ま
で
い
る
よ
り
は
特

例
法
に
基
づ
い
て
合
併
を
し
た
方
が
い
い
と

考
え
て
い
る
。

15.1.1 広報ひがしゆり　6

一
般
質
問
（
一
部
抜
粋
）



7 広報ひがしゆり　15.1.1

町職員の給与の現状をお知らせします�町職員の給与の現状をお知らせします�
　情報公開の一環として町職員の給与等の現状につい
てお知らせします。�
　職員の給与は、人事院の給与勧告、他の地方公共団
体との均衡を考え、町議会での議決を経て条例で定め
られています。�

１．人　件　費（平成13年度普通会計決算）�
住民基本台帳人口�
14.3.31現在�

歳出総額�
（Ａ）�

実　質�
収支額�

うち人件費�
（Ｂ）�

構成比率�
（Ｂ／Ａ）�

4,956人� 4,141,499（千円）�238,524（千円）�718,948（千円）�17.3％�
※人件費には、特別職（町四役、議員、非常勤の特別職等）の給与や報酬などを含みます。�

※職員手当には、退職手当を含みません。�

２．職員給与費（平成14年度一般会計当初予算）�

３．職員の初任給（平成14年4月1日現在）�

４．職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況�
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成14年4月1日現在）�

５．平均給料月額、平均年齢の状況�

６．職員手当の状況（平成14年度）�

職員数�
Ａ�

給　　　　与　　　　費�

給　料�職員手当�期末･勤勉手当�計　Ｂ�

1人当たり�
給与額�

（Ｂ／Ａ）�
66人�239,965千円�46,480千円�100,820千円�387,265千円�5,867千円�

区　分�
一 般 行 政 職 � 技能労務職�

大 学 卒 �高 校 卒 �高 校 卒 �

初   任   給�

採用2年後�

174,400円�

188,900円�

141,900円�

151,800円�

139,000円�

148,700円�

区  分�経験年数�10年～15年未満�15年～20年未満�20年～25年未満�

一　般�
行政職�

大学卒�

高校卒�

―�

219,500円�

332,100円�

283,900円�

390,500円�

328,700円�

区　分�
平成13年4月1日�

平均給料月額�平均年齢�

平成14年4月1日�

平均給料月額�平均年齢�

一般行政職�

技能労務職�

329,500円�

246,600円�

42歳10ヵ月�

42歳 8 ヵ月�

321,000円�

250,100円�

41歳4ヵ月�

43歳2ヵ月�

①期末・勤勉手当の支給割合（国と同じになっています）�

区　　分�

期末手当�

勤勉手当�

6月期� 12月期� 3月期� 計�

1.45月分�

0.6月分�

1.55月分�

0.55月分�

0.5月分�

―�

3.5月分�

1.15月分�

②退職手当の支給割合（国と同じになっています）�

区　　分�

自己都合�

勧奨･定年�

勤続20年�勤続25年�勤続35年�最高限度�

21.0月分�

28.875月分�

33.75月分�

44.55月分�

47.50月分�

62.70月分�

60.00月分�

62.7月分�

③時間外勤務手当の支給実績（選挙担当職員分を除く）�

平成13年度�

④管理職手当の支給率（平成14年4月1日現在）�

支　　給　　総　　額�

職員1人当たり支給額�

16,811千円�

218千円�

7　　　級�

8　　　級�

主席課長補佐�

課　  長  　等�

主　　　　幹�

4％�

8％�

10％�

⑤扶養手当、住居手当、通勤手当の月額（平成14年度）�

手当名� 区　　　　　分� 支　給　額�

配偶者�
�
その他1人目�
�
その他2人目�
その他3人目から（1人当たり）�
満16歳年度当初から満22歳年度末までの1人につき�

借家�
自家�
自家で新築から5年目まで�

交通機関利用�
自動車等利用�

扶養手当�

住居手当�

通勤手当�

14,000円�
6,000円�
6,500円�
11,000円�
6,000円�
5,000円�

加算　5,000円�

最高  27,000円�
1,000円�
2,500円�

最高  50,000円�
最高  20,900円�

７．ラスパイレス指数の推移�
年　　　度�

ラスパイレス指数�

８．特別職の報酬等の状況（平成14年度）�

平成12年度�

93.6％�

平成13年度�

92.9％�

平成14年度�

94.0％�
※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与を100とした場合の町職員の�
　給与水準を表す数値をいいます。�

区　分�

町　長�

助　役�

収入役�

教育長�

９．一般行政職の級別職員数の状況（平成14年4月1日現在）�

10．部門別職員数の状況（各年4月1日現在）�

報酬月額�

815,000円�

615,000円�

575,000円�

545,000円�

区　分�

議　長�

副議長�

議　員�

報酬月額�

275,000円�

235,000円�

220,000円�

期 末 手 当 �

  6月期　1.45月分�
12月期　1.55月分�
  3月期　0.5 月分�

　  計　  3.5  月分�

区　分�

標準的な職務内容�

平成14年度職員数�

構成比�

8級�

主幹�

2人�

3.1％�

7級�

課長･主席課長補佐�

9人�

14％�

6級�

課長補佐�

9人�

14％�

5級�

係長�

16人�

25％�

4級�

主査�

9人�

14％�

3級�

主任�

7人�

10.9％�

2級�

主事�

8人�

12.5％�

1級�

主事補�

4人�

6.5％�

計
�

�

64人�

100％�
※町の「一般職の職員の給与に関する条例」に基づく給料表の級別区分による職員数です。�

区　　分�

部　　門�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

普通会計　計�

�

�

�

�

合　　計�

議　会�

総務企画�

税　務�

民　生�

衛　生�

農　林�

商　工�

土　木�

小　計�

教　育�

小　計�

�

水　道�

下水道�

その他�

小　計�

一

般

行

政

部

門

�

特
別
行
政
部
門�

公
営
企
業
等�

職 員 数 �対前年増減数� 主 な 増 減 理 由 �

14年�

2　�

21　�

4　�

6　�

4　�

12　�

1　�

5　�

55　�

20　�

20　�

75　�

2　�

1　�

35　�

38　�

113　�

13年�

2　�

21　�

4　�

7　�

3　�

13　�

1　�

6　�

57　�

21　�

21　�

78　�

2　�

1　�

36　�

39　�

117　�

14年�

　�

　�

　�

△  1�

1�

　△  1�

　�

△  1�

△  2�

△  1�

　�

△  3�

　�

　�

△  1�

△  1�

△  4

�

�

�

�

�

業務増�

事務の統廃合による�

�

事務の統廃合による�

�

退職不補充�

�

�

�

退職不補充�

�

※平成14年度職員内訳（一般行政職員64人･単純労務職員36人･臨時職員13人）�

配偶者が扶養親族である場合�

　　　  〃  　　　でない場合�

配偶者がない場合�

長
　
沼
　
久
　
利
　
議
員

問
　
地
方
交
付
税
交
付
金
の
抑
制
が
予
算

編
成
に
与
え
る
影
響
は
。

答

十
四
年
度
の
本
町
の
交
付
税
率
は
減
少

分
を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
ん
で
も

四
・
一
�
減
と
い
う
激
し
い
落
ち
込
み
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
庁
舎
建
設
な
ど
本
町
の
ハ

ー
ド
面
の
整
備
は
ほ
ぼ
済
ん
で
お
り
、
来
年

度
予
算
に
つ
い
て
は
心
配
の
な
い
予
算
編
成

が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

問
　
商
工
行
政
と
雇
用
状
況
、
就
職
体
系

の
変
化
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
財
政
に
対

す
る
影
響
は
。

答

デ
フ
レ
、
海
外
シ
フ
ト
な
ど
商
工
業
者

を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
下
で
、
行
政
と
し

て
こ
れ
を
切
り
抜
け
る
た
め
に
何
が
で
き
る

か
関
係
機
関
と
協
議
し
施
策
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。
▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
管
内
に
お

け
る
本
町
の
求
職
登
録
者
数
は
五
十
一
人
、

有
効
求
人
倍
率
は
〇
・
二
一
�
と
依
然
厳
し

い
状
況
。
▽
解
雇
さ
れ
社
会
保
険
か
ら
国
保

へ
の
加
入
者
が
増
え
て
い
る
が
、
働
き
盛
り

の
方
が
多
く
、
比
較
的
保
険
証
の
使
用
頻
度

が
少
な
い
た
め
、
国
保
財
政
に
お
け
る
影
響

は
少
な
い
。

問
　
市
町
村
合
併
後
に
お
け
る
職
員
数
適

正
化
の
方
法
は
。
ま
た
、
合
併
ま
で
の
二

年
間
、
政
策
開
発
能
力
・
人
材
育
成
を
。

答

合
併
後
は
現
在
の
約
半
分
の
職
員
で
足

り
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
特
例
措
置
が
受
け

ら
れ
る
十
年
の
間
に
定
年
退
職
す
る
職
員
は

全
体
の
約
四
〇
�
。
ほ
ぼ
適
正
化
で
き
る
も

の
と
考
え
る
。
▽
職
員
研
修
な
ど
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
さ
せ
、
職
員
の
能
力
・
資
質
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い

て
①
第
一
号
被
保
険
者
の
負
担
割
合
が
一

�
増
え
た
根
拠
は
②
第
四
、
五
段
階
の
境

と
な
る
基
準
所
得
金
額
が
変
更
さ
れ
た
理

由
は
。
ま
た
、
特
養
運
営
基
準
の
見
直
し

に
伴
い
、
介
護
福
祉
施
設
へ
の
入
所
順
位

に
変
化
は
あ
る
の
か
。

答

①
第
１
号
被
保
険
者
の
人
数
の
関
係
②

低
所
得
者
対
策
の
た
め
。
お
金
の
あ
る
人
が

保
険
料
を
多
く
払
う
と
い
う
仕
組
み
に
。
▽

運
営
基
準
の
見
直
し
に
よ
り
、
介
護
の
必
要

性
が
高
い
人
を
優
先
的
に
入
所
さ
せ
る
よ
う

に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
本
町
で
は
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
申
込
順
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
の
介
護
度
や
所
得
状
況
を
加
味
し
な
が

ら
決
め
て
い
る
。

問
　
秋
ま
つ
り
２
０
０
２
の
反
省
か
ら
、

今
後
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
行
政
の
取
る
べ

き
ス
タ
ン
ス
は
。

答

イ
ベ
ン
ト
主
催
者
に
対
す
る
支
援
や
連

絡
調
整
役
を
果
た
す
と
い
っ
た
対
応
を
考
え

て
い
る
。

問
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
議
会
映
像
配

信
・
検
索
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
。

答

現
在
整
備
中
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

施
設
に
サ
ー
バ
一
台
を
増
設
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
可
能
だ
が
、
撮
影
・
編
集
な
ど
議
会
と

協
議
す
べ
き
事
項
も
あ
る
た
め
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

小
　
松
　
　
　
賢
　
議
員

問
　
早
期
降
雪
に
よ
る
樹
木
被
害
対
策
を
。

答

国
県
の
助
成
制
度
は
な
い
。
二
次
災
害

の
可
能
性
の
あ
る
も
の
や
景
観
に
支
障
の
あ

る
も
の
以
外
に
つ
い
て
は
雪
消
え
後
何
が
で

き
る
か
検
討
し
た
い
。

問
　
ボ
ツ
メ
キ
水
源
地
石
組
歩
道
の
再
整

備
を
。

答

来
年
度
以
降
、
田
園
空
間
整
備
事
業
の

構
想
も
あ
る
。

小
　
野
　
　
　
健
　
議
員

問
　
介
護
保
険
の
要
介
護
者
に
も
障
害
者

控
除
を
適
用
し
て
は
ど
う
か
。

答

要
介
護
認
定
と
障
害
認
定
は
判
断
基
準

が
異
な
る
た
め
、
要
介
護
認
定
の
結
果
の
み

を
も
っ
て
一
律
に
身
体
障
害
者
の
程
度
を
判

断
す
る
こ
と
は
困
難
。
し
か
し
、
昨
年
か
ら

要
介
護
度
三
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
障
害
者

控
除
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
国
保
税
滞
納
対
策
と
し
て
、「
特
別

の
事
情
」
に
基
づ
く
減
免
と
国
保
税
の
引

き
下
げ
を
。

答

本
町
の
軽
減
世
帯
割
合
は
五
一
・
二
�

と
高
く
、
規
則
に
従
っ
て
特
別
な
事
情
に
基

づ
く
減
免
も
行
っ
て
お
り
、
十
分
な
対
策
に

努
め
て
い
る
。

問
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
所
得

制
限
撤
廃
を
。

答

来
年
度
か
ら
実
施
予
定
。

問
　
公
共
事
業
の
拡
充
で
地
域
産
業
の
振

興
と
雇
用
対
策
を
。
ま
た
、「
失
業
者
世

帯
自
立
支
援
事
業
」
の
利
子
補
給
な
ど
の

考
え
は
ど
う
か
。

答

生
活
に
密
着
し
た
公
共
事
業
は
今
後
も

努
力
し
て
い
く
。「
失
業
者
世
帯
自
立
支
援

事
業
」
の
利
子
補
給
と
い
う
提
案
に
つ
い
て

は
今
後
の
検
討
課
題
に
し
た
い
。

問
　
「
コ
メ
政
策
改
革
大
綱
」
に
対
す
る

考
え
、
対
策
は
。

答

国
と
い
う
大
き
な
枠
の
中
で
の
こ
と
な

の
で
、
大
綱
の
内
容
を
変
え
る
こ
と
は
難
し

い
。
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
を
ど

う
生
か
す
か
が
大
切
。
制
度
の
中
身
の
議
論

は
こ
れ
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
様
々
な
農
業

の
あ
り
方
を
再
度
検
討
し
た
い
。

問
　
合
併
特
例
法
の
期
限
後
は
、
一
万
人

未
満
の
小
規
模
自
治
体
の
権
限
を
縮
小
す

る
と
い
う
国
の
方
針
は
「
地
方
自
治
の
本

旨
」の
否
定
で
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答

小
規
模
団
体
の
権
限
が
縮
小
さ
れ
る
と

い
う
案
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
と
思
う
が
、
特
例
法
の
期
限
後
は
何
ら
か

の
合
併
誘
導
策
が
示
さ
れ
る
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
小
規
模
自
治
体
は
厳
し
い
状
況
を
迎

え
る
と
思
わ
れ
る
。
強
制
合
併
や
小
規
模
自

治
体
の
切
り
捨
て
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
部
分
に
つ
い
て
は
同
感
。
少
子
高
齢

化
・
地
方
分
権
・
地
方
財
政
の
将
来
の
見
通

し
を
勘
案
し
、
今
の
ま
ま
で
い
る
よ
り
は
特

例
法
に
基
づ
い
て
合
併
を
し
た
方
が
い
い
と

考
え
て
い
る
。

15.1.1 広報ひがしゆり　6

一
般
質
問
（
一
部
抜
粋
）



9 広報ひがしゆり　15.1.1

①町の人々にコンビニができて便利になっ

たと言われたことです。そう思ってもらえ

るのが一番うれしいですね。

②2002年は仕事が忙しかったので、新年

は趣味の民謡や舞踊を復活させたいです。

③他の町に出てみて初めて分かったのです

が、水がおいしいところです。

④町民一人ひとりが個性を生かし、生きが

いを持って何かに打ち込めるような機会が

たくさんあればいいと思います。

小
　
松
　
宏ひ
ろ

子こ

さ
ん

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
店
長

（
上
通
・
昭
和
18
年
生
ま
れ
）

①山の芝切りをして、雑木をきれいにした

ことです。

②ゲートボールと旅行。夫婦で日本全国い

ろんなところを旅したいです。

③山が大好きで八塩山には毎年登っていま

す。特にブナの新緑が素晴らしいです。

④これからも老人の憩いの場がたくさんあ

る町でいてほしいです。

小
　
野
　
富と
み

雄お

さ
ん

農
業

（
蔵
新
田
・
昭
和
６
年
生
ま
れ
）

①秋にいとこ19人が集まったことです。

何十年ぶりに会う人もいてとても楽しかっ

たです。

②健康を維持するため、毎日の食生活に気

を付けたいです。

③小さいころ母親に連れられてよく山菜採

りをした八塩山。今は健康のために歩いて

います。

④東由利には病院が少ないので、医療や老

人福祉が充実した町になってほしいです。

小
　
松
　
十
じ
ゅ
う

郎ろ
う

さ
ん

自
営
業

（
下
小
路
・
大
正
８
年
生
ま
れ
）

①今年の春、娘と台山の桜を見に行ったこ

と。子どものころ父と植えた桜で、昔と全

く変わってなかったのでとても感動しまし

た。

②大好きな歌をたくさん歌って、健康に過

ごせればいいと思います。

③昔、姉とよく行った弁天島。

④花が大好きなので、花のたくさんある町

になってほしいです。

小
　
松
　
ク
メ
ヨ
さ
ん

無
職

（
下
通
・
明
治
40
年
生
ま
れ
）
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①野球の本大会でタイムリー３ベースを打

てたこと。それまでの大きい大会ではあま

り打てなかったのでうれしかったです。

②来年は中学生になるので、将来、外国人

と会話をするときに役立つように英語を練

習したいです。

③ぷれっそです。ぷれっそにいればちょっ

とした腹ごしらえをしたり、ゲームセンタ

ーで遊べるからです。

④東由利にいるときとても楽しいと思える

ような町。例えばみんなが楽しめるような

娯楽施設があれば楽しい町になると思いま

す。

佐
　
藤
　
正

弥や

さ
ん

高
瀬
小
６
年

（
寺
田
・
平
成
３
年
生
ま
れ
）

①子どもと初めて海に行ったこと。みんな

でバーベキューをしてとても楽しかったで

す。

②４月に二人目が生まれるので、今以上に

子育てを頑張りたいです。

③花見のできる八塩いこいの森。

④人口が増えて活気のある町になってほし

いです。

長
谷
山
　
和

江え

さ
ん

会
社
員

（
田
代
・
昭
和
54
年
生
ま
れ
）

①卒業以来初めて、高校の同級会があって

懐かしい仲間に会えたことです。みんな外

見は大人になっていたけど、中身は全然変

わってなくておもしろかったです。

②自分も、世の中も景気が良くなるように

仕事を一生懸命頑張りたいです。

③景色のいい高舘山と八塩山。八塩山には

機会があれば子どもと登ってみたいです。

④いつまでも落ち着けるようなふるさとで

いてほしいと思う一方で、何か一つ近隣町

にはないような大きいレジャー施設があれ

ばいいと思います。

佐
々
木
　
　
　
直
さ
ん

農
協
職
員

（
大
琴
・
昭
和
42
年
）

①娘が理容の国家試験に合格したことです。

②これからも保育園の子どもたちにバラン

スの取れたおいしい食事を提供していきた

い。プライベートでも何か新しい趣味や生

きがいを見つけたいです。

③見晴らしのよいところは気分がスーッと

するのでテレビ塔が好きです。

④町が整備されれば便利にはなるけれど、

環境汚染や自然破壊が心配。いつまでも山

紫水明の里でいてほしいと思います。

阿
　
部
　
親

子こ

さ
ん

調
理
師

（
野
田
・
昭
和
30
年
生
ま
れ
）

2003年

《
質
問
事
項
》

①
２
０
０
２
年
で
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

②
２
０
０
３
年
の
抱
負
は

③
町
で
好
き
な
と
こ
ろ
は

④
あ
な
た
が
描
く
東
由
利
の
未
来
像
は
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人
気
テ
レ
ビ
番
組
「
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

の
収
録
が
こ
の
ほ
ど
平
鹿
郡
増
田
町
で
行
わ

れ
、
理
容
業
の
阿
部
重
雄
さ
ん
（
蔵
新
田
）

が
所
有
す
る
古
物
が
鑑
定
を
受
け
ま
し
た
。

県
内
で
「
出
張
鑑
定
」
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
阿
部
さ
ん
が
、
先
代
が
戦
後
に
購
入
し
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▲まごころのこもった弁当が一人ひとりに届けられた

下
郷
分
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

町
フ
ラ
ン
ス
鴨
生
産
組
合
（
長
谷
山
憲
一

組
合
長
）
が
主
催
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ

イ
ン
パ
ー
テ
ィ
」
が
十
一
月
三
十
日
、
有
鄰

館
で
行
わ
れ
、
町
や
近
隣
町
関
係
者
、
フ
ラ

ン
ス
鴨
や
ワ
イ
ン
の
愛
好
家
な
ど
約
二
百
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
ス
テ
ー
キ
や
ピ
ザ
、
寿

司
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
フ
ラ
ン
ス
鴨
の
フ

ル
コ
ー
ス
が
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た
ほ
か
、

近
隣
町
の
特
産
ワ
イ
ン
も
用
意
さ
れ
、
出
席

者
は
各
町
自
慢
の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
ピ
ア
ノ
＆
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
や

各
団
体
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ

れ
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

▲料理や会話を楽しむ出席者

▲弁当を作る表情は真剣そのもの

▲完成後、みんなで記念撮影

こ
の
三
月
に
閉
校
を
控
え
て
い
る
下
郷
分

校
の
生
徒
た
ち
が
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
お
い
し
い
昼
食
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
十

一
月
二
十
九
日
、
弁
当
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。こ

の
弁
当
作
り
は
福
祉
体
験
活
動
の
一
環

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

が
最
後
と
い
う
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
い
つ

も
以
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
約
二
時
間
か

け
て
三
十
食
あ
ま
り
の
弁
当
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
代
表
者
四
人
が
二
班
に
別
れ
て

お
年
寄
り
の
家
を
一
軒
一
軒
訪
問
し
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
た
弁
当
を
手
渡
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
ま
ご
こ
ろ
が
こ
も
っ
た
弁
当
を

受
け
取
っ
た
高
齢
者
の
顔
に
は
喜
び
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ

▲出品した理容用イス

た
理
容
用
イ
ス
を
大
切
に
保
存
し
て
お
り
、

今
で
は
国
内
に
数
少
な
く
希
少
価
値
が
高
い

だ
ろ
う
と
応
募
し
た
と
こ
ろ
採
用
が
決
定
、

保
存
状
態
も
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
出
品
を
決

意
し
た
も
の
で
す
。

鑑
定
に
は
昨
年
九
月
か
ら
理
容
師
と
し
て

家
業
を
手
伝
っ
て
い
る
長
女
の
明
美
さ
ん
が

立
ち
合
い
、
結
果
は
阿
部
さ
ん
の
鑑
定
額
よ

り
五
万
円
高
い
十
万
円
の
値
段
が
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
番
組
は
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
で
十
二

月
七
日
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
録
画
し
た
番

組
を
み
た
い
方
は
阿
部
さ
ん
に
ご
連
絡
願
い

ま
す
。
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「
心
の
健
康
づ
く
り
事
業
説
明
会
並
び
に

講
演
会
」
が
十
一
月
二
十
六
日
、
有
鄰
館
で

行
わ
れ
、
町
民
や
愛
育
班
員
、
各
種
団
体
の

代
表
な
ど
約
六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
で
は
、
は
じ
め
に
小
松
助
役
が
、「
高

齢
化
の
進
む
本
町
も
本
格
的
に
心
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
秋
田
大
学
教
授
　
医
学
博
士

本
橋
豊
氏
が
「
み
ん
な
で
考
え
る
心
の
健
康

づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

本
橋
氏
は
、
健
康
に
つ
い
て
、「
健
康
と

は
、
病
気
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
薬
を
飲
ん
で
い
て
も
、
普
通
に
生

活
し
て
い
れ
ば
健
康
で
す
。
ま
た
、
心
に
悩

み
が
な
く
、
身
の
回
り
の
関
係
が
良
好
で
あ

心
の
健
康
づ
く
り
事
業
説
明
会

並
び
に
講
演
会

る
こ
と
も
健
康
に
は
大
切
な
こ
と
」
と
説
明
。

心
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
「
社
会
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
や
す
い
今

日
、
心
の
病
気
と
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
家
族
や
地
域
で
支

援
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

本
町
で
は
近
年
、
自
殺
者
が
多
い
現
状
に

あ
る
た
め
、
心
の
健
康
相
談
や
講
演
会
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
な
ど
、「
心
の
健
康

づ
く
り
」
の
視
点
か
ら
対
策
を
模
索
し
て
い

ま
す
。

「
心
の
健
康
」
に
つ
い
て
ご
相
談
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
町
民
福
祉
課
（
�
�
２
１
１
７
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲熱心に講演を聴く参加者

こ
の
た
び
、
前
・
代
表
監
査
委
員
の

佐
藤
恒
悦
さ
ん
（
舘
西
）
が
全
国
町
村

監
査
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
六
年
か
ら
平
成

十
四
年
ま
で
二
期
八
年
に
わ
た
り
、
代

表
監
査
委
員
と
し
て
、
経
験
と
知
識
を

生
か
し
冷
静
・
公
正
な
監
査
事
務
に
当

た
ら
れ
、
地
方
自
治
の
振
興
・
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
表
彰
は
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▲表彰を受けた佐藤さん

佐
藤
恒
悦
さ
ん
全
国
表
彰

こ
の
た
び
、
遠
藤
眞
吉
さ
ん
（
新
処
）

が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
で
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
昭
和
五
十
五
年
に
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、

八
期
二
十
二
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地

域
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

現
在
は
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会

長
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
副
会
長

を
務
め
ら
れ
、
会
の
運
営
な
ど
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

▲喜びの遠藤さん

遠
藤
さ
ん
全
国
表
彰

▲心の健康づくりの大切さを訴える本橋氏



人
気
テ
レ
ビ
番
組
「
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

の
収
録
が
こ
の
ほ
ど
平
鹿
郡
増
田
町
で
行
わ

れ
、
理
容
業
の
阿
部
重
雄
さ
ん
（
蔵
新
田
）

が
所
有
す
る
古
物
が
鑑
定
を
受
け
ま
し
た
。

県
内
で
「
出
張
鑑
定
」
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
阿
部
さ
ん
が
、
先
代
が
戦
後
に
購
入
し
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▲まごころのこもった弁当が一人ひとりに届けられた

下
郷
分
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

町
フ
ラ
ン
ス
鴨
生
産
組
合
（
長
谷
山
憲
一

組
合
長
）
が
主
催
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ

イ
ン
パ
ー
テ
ィ
」
が
十
一
月
三
十
日
、
有
鄰

館
で
行
わ
れ
、
町
や
近
隣
町
関
係
者
、
フ
ラ

ン
ス
鴨
や
ワ
イ
ン
の
愛
好
家
な
ど
約
二
百
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
ス
テ
ー
キ
や
ピ
ザ
、
寿

司
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
フ
ラ
ン
ス
鴨
の
フ

ル
コ
ー
ス
が
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た
ほ
か
、

近
隣
町
の
特
産
ワ
イ
ン
も
用
意
さ
れ
、
出
席

者
は
各
町
自
慢
の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
ピ
ア
ノ
＆
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
や

各
団
体
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ

れ
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

▲料理や会話を楽しむ出席者

▲弁当を作る表情は真剣そのもの

▲完成後、みんなで記念撮影

こ
の
三
月
に
閉
校
を
控
え
て
い
る
下
郷
分

校
の
生
徒
た
ち
が
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
お
い
し
い
昼
食
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
十

一
月
二
十
九
日
、
弁
当
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。こ

の
弁
当
作
り
は
福
祉
体
験
活
動
の
一
環

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

が
最
後
と
い
う
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
い
つ

も
以
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
約
二
時
間
か

け
て
三
十
食
あ
ま
り
の
弁
当
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
代
表
者
四
人
が
二
班
に
別
れ
て

お
年
寄
り
の
家
を
一
軒
一
軒
訪
問
し
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
た
弁
当
を
手
渡
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
ま
ご
こ
ろ
が
こ
も
っ
た
弁
当
を

受
け
取
っ
た
高
齢
者
の
顔
に
は
喜
び
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ

▲出品した理容用イス

た
理
容
用
イ
ス
を
大
切
に
保
存
し
て
お
り
、

今
で
は
国
内
に
数
少
な
く
希
少
価
値
が
高
い

だ
ろ
う
と
応
募
し
た
と
こ
ろ
採
用
が
決
定
、

保
存
状
態
も
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
出
品
を
決

意
し
た
も
の
で
す
。

鑑
定
に
は
昨
年
九
月
か
ら
理
容
師
と
し
て

家
業
を
手
伝
っ
て
い
る
長
女
の
明
美
さ
ん
が

立
ち
合
い
、
結
果
は
阿
部
さ
ん
の
鑑
定
額
よ

り
五
万
円
高
い
十
万
円
の
値
段
が
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
番
組
は
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
で
十
二

月
七
日
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
録
画
し
た
番

組
を
み
た
い
方
は
阿
部
さ
ん
に
ご
連
絡
願
い

ま
す
。
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「
心
の
健
康
づ
く
り
事
業
説
明
会
並
び
に

講
演
会
」
が
十
一
月
二
十
六
日
、
有
鄰
館
で

行
わ
れ
、
町
民
や
愛
育
班
員
、
各
種
団
体
の

代
表
な
ど
約
六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
で
は
、
は
じ
め
に
小
松
助
役
が
、「
高

齢
化
の
進
む
本
町
も
本
格
的
に
心
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
秋
田
大
学
教
授
　
医
学
博
士

本
橋
豊
氏
が
「
み
ん
な
で
考
え
る
心
の
健
康

づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

本
橋
氏
は
、
健
康
に
つ
い
て
、「
健
康
と

は
、
病
気
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
薬
を
飲
ん
で
い
て
も
、
普
通
に
生

活
し
て
い
れ
ば
健
康
で
す
。
ま
た
、
心
に
悩

み
が
な
く
、
身
の
回
り
の
関
係
が
良
好
で
あ

心
の
健
康
づ
く
り
事
業
説
明
会

並
び
に
講
演
会

る
こ
と
も
健
康
に
は
大
切
な
こ
と
」
と
説
明
。

心
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
「
社
会
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
や
す
い
今

日
、
心
の
病
気
と
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
家
族
や
地
域
で
支

援
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

本
町
で
は
近
年
、
自
殺
者
が
多
い
現
状
に

あ
る
た
め
、
心
の
健
康
相
談
や
講
演
会
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
な
ど
、「
心
の
健
康

づ
く
り
」
の
視
点
か
ら
対
策
を
模
索
し
て
い

ま
す
。

「
心
の
健
康
」
に
つ
い
て
ご
相
談
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
町
民
福
祉
課
（
�
�
２
１
１
７
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲熱心に講演を聴く参加者

こ
の
た
び
、
前
・
代
表
監
査
委
員
の

佐
藤
恒
悦
さ
ん
（
舘
西
）
が
全
国
町
村

監
査
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
六
年
か
ら
平
成

十
四
年
ま
で
二
期
八
年
に
わ
た
り
、
代

表
監
査
委
員
と
し
て
、
経
験
と
知
識
を

生
か
し
冷
静
・
公
正
な
監
査
事
務
に
当

た
ら
れ
、
地
方
自
治
の
振
興
・
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
表
彰
は
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▲表彰を受けた佐藤さん

佐
藤
恒
悦
さ
ん
全
国
表
彰

こ
の
た
び
、
遠
藤
眞
吉
さ
ん
（
新
処
）

が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
で
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
昭
和
五
十
五
年
に
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、

八
期
二
十
二
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地

域
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

現
在
は
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会

長
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
副
会
長

を
務
め
ら
れ
、
会
の
運
営
な
ど
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

▲喜びの遠藤さん

遠
藤
さ
ん
全
国
表
彰

▲心の健康づくりの大切さを訴える本橋氏



13 広報ひがしゆり　15.1.1

高樹齢

〃

〃

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

7,987～10,576

3,695～3,800

2,779～2,921

葉枯し材等材質の良い物件が多かったため、96.5％と
ほぼ完売。価格は横バイ。

（
平
成
十
四
年
十
二
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

十
二
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
48
45
93

平均体重
290kg
263kg
277kg

平均価格
474,534円
415,030円
445,742円

kg当単価
1,634円
1,575円
1,607円

去　勢
雌

金　額
584,850円
657,300円

父
福　栄
北国7の8

母の父
北国7の8
紋次郎

母の祖父
高　栄
糸　光

ス
ギ
林
業
の
基
本
は
、
柱
材
生
産

を
目
標
と
し
、
四
十
年
か
ら
五
十
年

を
伐
期
と
し
た
木
材
生
産
で
し
た

が
、
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
る
林
業

の
不
振
、
住
宅
建
築
用
柱
材
生
産
の

期
待
減
少
、
皆
伐
跡
地
の
造
林
と
保

育
管
理
経
費
の
高
騰
、
皆
伐
に
よ
る

環
境
破
壊
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
伐
期
の
二
倍
に
あ
た
る
百

年
前
後
の
長
伐
期
を
目
標
と
す
る
ス

ギ
林
が
増
加
し
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

長
伐
期
林
育
成
の
一
例
と
し
て

は
、
四
十
年
か
ら
五
十
年
の
ス
ギ
林

を
強
度
に
間
伐
し
て
樹
下
植
栽
を
行

い
、
漸
次
上
木
の
間
伐
を
繰
り
返
し

て
百
年
前
後
の
高
齢
樹
と
す
る
複
層

林
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
ス
ギ
林
か
ら
長
伐
期
林
に

移
行
す
る
か
決
め
る
に
は
い
く
つ
か

の
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
注
意
点

と
し
て
、
①
台
風
被
害
を
受
け
た
履

歴
が
あ
れ
ば
危
険
で
あ
る
②
長
伐
期

に
持
っ
て
い
く
土
地
生
産
力
が
あ
る

か
③
枯
枝
跡
や
幹
内
に
腐
れ
が
な
い

か
（
間
伐
材
か
ら
判
断
）
④
間
伐
が

よ
く
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
枝
張
り

が
貧
弱
で
な
い
か
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。（

町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

長
伐
期
林
の
育
成

仁賀保町から

�と　き…1月19日(日)
�ところ…齋彌酒造店ビン詰め工場
�内　容…酒の試飲や銘菓の即売、米蔵を改造したギャラリーで

の写真・陶芸展
本荘市観光協会　�２４－６３２３

お と な り 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

鳥海町から

大内町から

本荘市から

石脇蔵の市

�と　き…1月19日(日)
�ところ…新山神社とその周辺

本荘市観光協会　�２４－６３２３

本荘新山神社裸まいり

�と　き…1月19日(日)
�ところ…友水公園（アクアパル裏）
�内　容…自作の凧での凧あげ大会

本荘市観光協会　�２４－６３２３

本荘凧あげ大会

�と　き…1月11日(土) 9：30
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇対象小学３年生～６年生◇参加費500円

フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

科学教室「液体万華鏡を作ろう」

�と　き…1月26日(日) 10：00
�ところ…仁賀保高原スキー場
�内　容…チューブソリレース、人間犬ソリレース、雪中グラウ

ンドゴルフなど
仁賀保町観光協会　�３２－３０３８

にかほ雪祭り2003

�と　き…1月18日(土) 9：00受付　9：30開会式
�ところ…鳥海オコジョランドスキー場
�内　容…小学３年生以下アルペンＧＳ大会　◇参加費1,000円

鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

スーパーキッズスキー大会第1戦（全3戦）

�と　き…1月18日(土) 12：30受付　13：00開会式
�ところ…鳥海オコジョランドスキー場
�内　容…アルペンＧＳ大会（年齢制限なし）◇参加費1,000円

鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

スノーボード大会第1戦（全3回）

�と　き…１月から３月までの毎月第３日曜日　9：00～20：45
�ところ…鳥海オコジョランドスキー場
�内　容…中学生以下の子どもたちは終日リフト料金が無料

鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

スキー子どもの日

�と　き…1月24日(金) 11：00読経
�ところ…折渡千体地蔵尊
�内　容…千体地蔵護持会の会員がかんじき姿でお詣りする

大内町産業課　�６５－２２１６

初地蔵かんじき詣

�と　き…1月12日(日) ①10：00～11：00 ②14：00～15：00
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇特殊プラスチックを使ってキーホルダーを製作

◇対象：入館者◇参加費500円
フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

工作教室「オリジナルキーホルダーを作ろう」

�と　き…2月15日(土)
�ところ…本荘ボートプラザアクアパル
�内　容…◇講演１「乳がんに関する最近の話題」講師　由利組

合病院　橋本正治氏◇特別講演「自分で選ぶ乳がん治
療」講師　ライター中濱潤子氏◇参観無料

アトラスゼネカ㈱　�０１２０－２０－３８０６

本荘市由利郡乳がんについて考える市民のつどい
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要介護認定は、その方がどのくらいの介護を必
要としているかを総合的に判断する仕組みにな
っています。

具体的には、訪問調査の結果を全国一律の基準でコ
ンピューター処理した一次判定の結果と、訪問調査の
ときに分かった特記事項、主治医の意見書をもとに、
保健・医療・福祉の専門家よって審査されます。本荘
由利地区では、広域市町村圏組合に組織されている介
護保険認定審査会で厳正に審査されています。
ご質問については、何らかの状態の変化で介護度が

変わったものと考えられますが、認定結果に納得のい
かない場合は、まず町の福祉係へお尋ねください。
なお、要介護認定の結果に不服がある場合は、60日

以内に不服申し立てを行うこともできます。

A.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2117

要介護認定の更新をしたら、要介
護度が下がりました。前と状態が
変わらないので、認定結果に納得
がいかないのですが、どうしたら
よいでしょうか。

Q.

１月６日から新庁舎で業務を開始しま
す。教育委員会も一緒に新庁舎での業務と
なります。新事務所位置などは次のとおり

です。

■住　　　　　所
〒015－0295
秋田県由利郡東由利町老方字橋脇112番地
■業　務　時　間
午前8時30分から午後5時15分まで
■玄関の開時間
午前8時に開きます

よりよき生活習慣で病気を予防する�
Vol
.31

「
豆
腐
ツ
ナ
バ
ー
グ
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
大
さ
じ
、
小
…
小
さ
じ
）

木
綿
豆
腐
１
６
０
ｇ
、
ま
ぐ
ろ
フ
レ
ー
ク
（
６
号
缶
）
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０
ｇ
、
カ
ニ
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マ

40
ｇ
、
ニ
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ｇ
、
タ
マ
ネ
ギ
（
み
じ
ん
切
り
）
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ｇ
、
卵
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ｇ
、
塩
小
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／
２
弱
、
こ
し
ょ
う
少
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、
サ
ラ
ダ
油
小
２
、
大
根
お
ろ
し
１
２
０
ｇ
、
し
ょ

う
ゆ
大
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強
、
パ
セ
リ
４
ｇ

《
作
り
方
》

①
豆
腐
は
水
切
り
し
、
ニ
ン
ジ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
は
み
じ
ん
切
り
に
し
て
お
く

②
ボ
ー
ル
に
野
菜
、
卵
を
入
れ
よ
く
ね
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
で
ハ
ン
バ
ー
グ
の
よ
う
に
丸

め
焼
く

④
大
根
お
ろ
し
と
パ
セ
リ
を
つ
け
合
わ
せ
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

日
本
人
の
栄
養
所
要
量
で
唯
一
不
足
し
て

い
る
の
が
カ
ル
シ
ウ
ム
。
運
動
不
足
や
過
度

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
が
さ
ら
に
追
い
う
ち
を

か
け
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
年
代
を
問
わ
ず
、

牛
乳
の
飲
め
な
い
人
も
カ
ル
シ
ウ
ム
ア
ッ
プ

に
お
す
す
め
の
一
品
で
す
。（

小
松
保
健
婦
）

最近、社会保険事務所や役場年金担当の名
をかたって、皆さんの勤務先やその住所等を
照会する不審な電話があるとの情報が寄せら
れています。社会保険事務所からは、被保険
者の方から届出された書類について照会を行
うことがありますが、「理由」も無く照会を
行うことはありません。
こういった不審な電話等がありましたら、

ご注意いただくとともに、秋田社会保険事務
局　本荘事務所（�２４－２１１４）までご
連絡ください。

不審な照会電話には
答えないで！

問い合わせ　町民福祉課町民係
�69－2117

問い合わせ　総務課　�69－2110

1月6日から役場新庁舎で
業務を開始します

年金だより
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高樹齢

〃

〃

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

7,987～10,576

3,695～3,800

2,779～2,921

葉枯し材等材質の良い物件が多かったため、96.5％と
ほぼ完売。価格は横バイ。

（
平
成
十
四
年
十
二
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

十
二
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
48
45
93

平均体重
290kg
263kg
277kg

平均価格
474,534円
415,030円
445,742円

kg当単価
1,634円
1,575円
1,607円

去　勢
雌

金　額
584,850円
657,300円

父
福　栄
北国7の8

母の父
北国7の8
紋次郎

母の祖父
高　栄
糸　光

ス
ギ
林
業
の
基
本
は
、
柱
材
生
産

を
目
標
と
し
、
四
十
年
か
ら
五
十
年

を
伐
期
と
し
た
木
材
生
産
で
し
た

が
、
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
る
林
業

の
不
振
、
住
宅
建
築
用
柱
材
生
産
の

期
待
減
少
、
皆
伐
跡
地
の
造
林
と
保

育
管
理
経
費
の
高
騰
、
皆
伐
に
よ
る

環
境
破
壊
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
伐
期
の
二
倍
に
あ
た
る
百

年
前
後
の
長
伐
期
を
目
標
と
す
る
ス

ギ
林
が
増
加
し
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

長
伐
期
林
育
成
の
一
例
と
し
て

は
、
四
十
年
か
ら
五
十
年
の
ス
ギ
林

を
強
度
に
間
伐
し
て
樹
下
植
栽
を
行

い
、
漸
次
上
木
の
間
伐
を
繰
り
返
し

て
百
年
前
後
の
高
齢
樹
と
す
る
複
層

林
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
ス
ギ
林
か
ら
長
伐
期
林
に

移
行
す
る
か
決
め
る
に
は
い
く
つ
か

の
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
注
意
点

と
し
て
、
①
台
風
被
害
を
受
け
た
履

歴
が
あ
れ
ば
危
険
で
あ
る
②
長
伐
期

に
持
っ
て
い
く
土
地
生
産
力
が
あ
る

か
③
枯
枝
跡
や
幹
内
に
腐
れ
が
な
い

か
（
間
伐
材
か
ら
判
断
）
④
間
伐
が

よ
く
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
枝
張
り

が
貧
弱
で
な
い
か
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。（

町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

長
伐
期
林
の
育
成

仁賀保町から

�と　き…1月19日(日)
�ところ…齋彌酒造店ビン詰め工場
�内　容…酒の試飲や銘菓の即売、米蔵を改造したギャラリーで

の写真・陶芸展
本荘市観光協会　�２４－６３２３

お と な り 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

鳥海町から

大内町から

本荘市から

石脇蔵の市

�と　き…1月19日(日)
�ところ…新山神社とその周辺

本荘市観光協会　�２４－６３２３

本荘新山神社裸まいり

�と　き…1月19日(日)
�ところ…友水公園（アクアパル裏）
�内　容…自作の凧での凧あげ大会

本荘市観光協会　�２４－６３２３

本荘凧あげ大会

�と　き…1月11日(土) 9：30
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇対象小学３年生～６年生◇参加費500円

フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

科学教室「液体万華鏡を作ろう」

�と　き…1月26日(日) 10：00
�ところ…仁賀保高原スキー場
�内　容…チューブソリレース、人間犬ソリレース、雪中グラウ

ンドゴルフなど
仁賀保町観光協会　�３２－３０３８

にかほ雪祭り2003

�と　き…1月18日(土) 9：00受付　9：30開会式
�ところ…鳥海オコジョランドスキー場
�内　容…小学３年生以下アルペンＧＳ大会　◇参加費1,000円

鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

スーパーキッズスキー大会第1戦（全3戦）

�と　き…1月18日(土) 12：30受付　13：00開会式
�ところ…鳥海オコジョランドスキー場
�内　容…アルペンＧＳ大会（年齢制限なし）◇参加費1,000円

鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

スノーボード大会第1戦（全3回）

�と　き…１月から３月までの毎月第３日曜日　9：00～20：45
�ところ…鳥海オコジョランドスキー場
�内　容…中学生以下の子どもたちは終日リフト料金が無料

鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

スキー子どもの日

�と　き…1月24日(金) 11：00読経
�ところ…折渡千体地蔵尊
�内　容…千体地蔵護持会の会員がかんじき姿でお詣りする

大内町産業課　�６５－２２１６

初地蔵かんじき詣

�と　き…1月12日(日) ①10：00～11：00 ②14：00～15：00
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇特殊プラスチックを使ってキーホルダーを製作

◇対象：入館者◇参加費500円
フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

工作教室「オリジナルキーホルダーを作ろう」

�と　き…2月15日(土)
�ところ…本荘ボートプラザアクアパル
�内　容…◇講演１「乳がんに関する最近の話題」講師　由利組

合病院　橋本正治氏◇特別講演「自分で選ぶ乳がん治
療」講師　ライター中濱潤子氏◇参観無料

アトラスゼネカ㈱　�０１２０－２０－３８０６

本荘市由利郡乳がんについて考える市民のつどい
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要介護認定は、その方がどのくらいの介護を必
要としているかを総合的に判断する仕組みにな
っています。

具体的には、訪問調査の結果を全国一律の基準でコ
ンピューター処理した一次判定の結果と、訪問調査の
ときに分かった特記事項、主治医の意見書をもとに、
保健・医療・福祉の専門家よって審査されます。本荘
由利地区では、広域市町村圏組合に組織されている介
護保険認定審査会で厳正に審査されています。
ご質問については、何らかの状態の変化で介護度が

変わったものと考えられますが、認定結果に納得のい
かない場合は、まず町の福祉係へお尋ねください。
なお、要介護認定の結果に不服がある場合は、60日

以内に不服申し立てを行うこともできます。

A.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2117

要介護認定の更新をしたら、要介
護度が下がりました。前と状態が
変わらないので、認定結果に納得
がいかないのですが、どうしたら
よいでしょうか。

Q.

１月６日から新庁舎で業務を開始しま
す。教育委員会も一緒に新庁舎での業務と
なります。新事務所位置などは次のとおり

です。

■住　　　　　所
〒015－0295
秋田県由利郡東由利町老方字橋脇112番地
■業　務　時　間
午前8時30分から午後5時15分まで
■玄関の開時間
午前8時に開きます

よりよき生活習慣で病気を予防する�
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.31

「
豆
腐
ツ
ナ
バ
ー
グ
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
大
さ
じ
、
小
…
小
さ
じ
）

木
綿
豆
腐
１
６
０
ｇ
、
ま
ぐ
ろ
フ
レ
ー
ク
（
６
号
缶
）
１
２
０
ｇ
、
カ
ニ
カ
マ

40
ｇ
、
ニ
ン
ジ
ン
20
ｇ
、
タ
マ
ネ
ギ
（
み
じ
ん
切
り
）
40
ｇ
、
卵
40
ｇ
、
塩
小

１
／
２
弱
、
こ
し
ょ
う
少
々
、
サ
ラ
ダ
油
小
２
、
大
根
お
ろ
し
１
２
０
ｇ
、
し
ょ

う
ゆ
大
１
強
、
パ
セ
リ
４
ｇ

《
作
り
方
》

①
豆
腐
は
水
切
り
し
、
ニ
ン
ジ
ン
、
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は
み
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ん
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に
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お
く
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野
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く
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る
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フ
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に
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パ
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本
人
の
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養
所
要
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で
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て
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の
が
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ム
。
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動
不
足
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度

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
が
さ
ら
に
追
い
う
ち
を

か
け
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る
と
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え
ま
す
。
年
代
を
問
わ
ず
、

牛
乳
の
飲
め
な
い
人
も
カ
ル
シ
ウ
ム
ア
ッ
プ

に
お
す
す
め
の
一
品
で
す
。（

小
松
保
健
婦
）

最近、社会保険事務所や役場年金担当の名
をかたって、皆さんの勤務先やその住所等を
照会する不審な電話があるとの情報が寄せら
れています。社会保険事務所からは、被保険
者の方から届出された書類について照会を行
うことがありますが、「理由」も無く照会を
行うことはありません。
こういった不審な電話等がありましたら、

ご注意いただくとともに、秋田社会保険事務
局　本荘事務所（�２４－２１１４）までご
連絡ください。

不審な照会電話には
答えないで！

問い合わせ　町民福祉課町民係
�69－2117

問い合わせ　総務課　�69－2110

1月6日から役場新庁舎で
業務を開始します

年金だより
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☆生涯学習だよりに対するお問い合わせは�69－2311へ

バ
レ
ー
で
華
や
か
な
歓
声

〜
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会▲最終日の熱戦から

快
適
な
ス
キ
ー
場
環
境
を

〜
大
平
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン

十
二
月
二
十
日
、
社
会
体
育
施
設

大
平
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
関
係
者
は
利
用
者
に
事
故
が
な

く
、
快
く
利
用
で
き
る
ス
キ
ー
場
環

境
を
作
ろ
う
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

昨
年
度
の
来
客
者
数
は
六
千
二
百

七
人
（
一
日
約
八
十
人
）。
な
お
、

今
年
か
ら
毎
週
月
曜
日
が
終
日
休
業

に
な
り
ま
し
た
。

な
に
か
と
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

な
冬
期
間
で
す
が
、
体
力
増
進
施
設

と
し
て
、
大
い
に
利
用
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
料
金
、
詳
細
な
ど
は
ス

キ
ー
場
ま
で（
�
六
九
―
二
三
二
八
）

▲この冬、大平スキー場を支えるスタッフ　

十
二
月
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、

町
民
体
育
館
に
お
い
て
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
冬
期
間
の
運
動
不

足
解
消
と
メ
ン
バ
ー
間
交
流
を
目
的

に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

参
加
し
た
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は

全
て
女
性
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
試

合
中
、
体
育
館
に
は
華
や
か
な
歓
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

五
日
間
に
わ
た
る
熱
戦
の
結
果
、

蔵
ス
ー
パ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
が
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
二
位
以
下
の
結
果
は

次
の
と
お
り
。

二
位
　
ミ
ル
キ
ー
チ
ー
ム

三
位
　
ギ
ャ
ル
ズ
チ
ー
ム

も
し
、
わ
た
し
の
家
族
が
と
つ
ぜ
ん
い
な
く
な
っ
て
、

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
考

え
た
だ
け
で
も
、
心
ぞ
う
が
き
ゅ
う
と
な
り
苦
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

ゆ
み
子
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
阪
神
大
し
ん
さ

い
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
ゆ
み
子
が
知
ら
さ

れ
た
の
は
も
う
お
そ
う
式
も
す
ん
だ
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ゆ
み
子
は
、
三
日
間

泣
き
続
け
た
。
き
っ
と
三
人
で
楽
し
く
く
ら
し
て
い
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
、
た
く
さ
ん
思
い
出
さ
れ
て
な
み
だ
が
止

ま
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
わ
た
し
ま

で
の
ど
の
お
く
が
苦
し
く
な
り
、
な
み
だ
が
ひ
と
り
で
に

で
て
き
て
し
ま
っ
た
。

一
人
で
生
き
て
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
ゆ
み
子
は
あ

る
こ
と
を
決
め
た
。
か
ん
ご
ふ
さ
ん
が
毎
日
お
い
て
い
っ

て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の
薬
を
、
ひ
み
つ
の
ふ
く
ろ
に
た
め

て
お
き
、
い
っ
ぺ
ん
に
飲
ん
で
死
の
う
と
思
っ
た
の
だ
。

わ
た
し
に
も
そ
の
気
持
ち
が
少
し
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し

た
。
死
ぬ
の
は
こ
わ
い
け
ど
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
は
い
や
だ
。

不
安
に
な
っ
た
。

あ
る
日
ゆ
み
子
は
と
な
り
の
ベ
ッ
ト
の
お
ば
あ
さ
ん
に

話
し
か
け
ら
れ
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
「
わ
た
し
は
身
よ
り

も
な
い
し
、
病
気
も
な
お
り
そ
う
に
な
い
か
ら
そ
ろ
そ
ろ

死
の
う
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
さ
い
後
に
だ
れ
か
と
話

し
た
く
て
ね
」
と
言
っ
た
。
ゆ
み
子
は
そ
の
言
葉
に
ド
キ

ッ
と
し
た
。
自
分
も
死
ぬ
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た

の
に
。

そ
の
日
か
ら
ゆ
み
子
は
、
何
と
か
し
て
お
ば
あ
さ
ん
を

助
け
て
あ
げ
よ
う
と
い
ろ
い
ろ
が
ん
ば
っ
た
。
動
け
な
い

お
ば
あ
さ
ん
の
た
め
に
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
り
、
草
花
を

と
っ
て
き
て
あ
げ
た
り
、
自
分
が
で
き
る
世
話
を
一
生
け

ん
め
い
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
だ
ん
だ
ん
元
気
に
な
っ
て

い
っ
た
。
わ
た
し
に
は
、
そ
れ
と
い
っ
し
ょ
に
ゆ
み
子
も

元
気
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
た
。
お
ば
あ
さ
ん
の
こ

と
を
考
え
る
ゆ
み
子
は
、
生
き
生
き
し
て
楽
し
そ
う
に
思

え
た
。

退
院
が
決
ま
っ
た
日
、
お
ば
あ
さ
ん
は
ゆ
み
子
に
お
願

い
を
し
た
。
ひ
み
つ
の
ふ
く
ろ
を
す
て
て
ほ
し
い
と
言
っ

た
の
だ
。
わ
た
し
は
び
っ
く
り
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
全

部
知
っ
て
い
た
ん
だ
。
友
だ
ち
に
な
っ
て
、
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
に
な
っ
た
ゆ
み
子
を
元
気
に
し
て
あ
げ
た
ん
だ
。
ゆ
み

子
に
助
け
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
く
、
ゆ
み
子
を
助
け
た
ん
だ
。

お
ば
あ
さ
ん
の
や
さ
し
さ
を
感
じ
、
わ
た
し
も
ゆ
み
子
と

い
っ
し
ょ
に
泣
い
て
し
ま
っ
た
。
ゆ
み
子
が
、
お
ば
あ
さ

ん
に
出
会
え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
死
な
ず
に
が
ん
ば
れ

て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
二
人
は
、
は
な
れ
て
し
ま
う
け
ど
、

二
人
と
も
元
気
に
生
き
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

阪
神
大
し
ん
さ
い
で
な
く
な
っ
た
人
は
、
六
千
人
以
上

い
る
そ
う
だ
。
お
話
に
出
て
く
る
ゆ
み
子
の
よ
う
に
、
家

族
を
な
く
し
た
子
ど
も
が
本
当
に
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

み
ん
な
、
ゆ
み
子
の
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
い
い
な
。

短
い
お
話
だ
っ
た
け
れ
ど
、
ゆ
み
子
や
お
ば
あ
さ
ん
に

出
会
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
世
の
中
に
は
、
病
気
や
事
こ
や
地
し
ん
で
死
ん
で
し

ま
う
人
も
い
る
ん
だ
。
生
き
て
い
る
自
分
は
幸
せ
な
ん
だ

な
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
た
し
も
ゆ
み
子
の
よ
う
に

や
さ
し
く
、
強
く
、
せ
い
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
。

第
11
回
高
橋
宏
幸
賞
・
童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル
●
感
想
文
の
部
・
メ
ル
ヘ
ン
賞

「
ひ
み
つ
の
ふ
く
ろ
」
を
読
ん
で
能
代
市
立
渟
城
第
二
小
学
校

三
年

▲優勝を飾った蔵スーパーレディース

当
日
は
冬
に
は
珍
し
い
快
晴
の

空
。
華
や
か
な
日
に
相
応
し
く
、

出
席
し
た
児
童
、
園
児
ら
は
ど
の

顔
も
笑
顔
。
皆
、
胸
を
張
り
式
に

出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
受
賞
者
全
員
に
阿
部
幸

悦
町
長
と
高
橋
宏
幸
先
生
か
ら
賞

状
と
記
念
品
、直
筆
サ
イ
ン
色
紙
、

童
話
本
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
講
評
で
は
佐
々
木
良
三
審

査
委
員
長
が
メ
ル
ヘ
ン
賞
を
受
賞

し
た
岡
部
琴
さ
ん
の
作
品
に
「
キ

ア
ゲ
ハ
の
ま
わ
り
の
花
ひ
と
つ
ひ

と
つ
に
愛
情
が
こ
も
っ
て
い
る
。

や
さ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
」

と
コ
メ
ン
ト
。ま
た
、入
賞
作
品
一

点
ず
つ
に
対
し
丁
寧
に
解
説
を
行

い
、
そ
の
度
に
受
賞
者
が
深
く
う

な
ず
く
場
面
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

高
橋
宏
幸
先
生
の
あ
い
さ
つ
で

は
十
一
回
を
迎
え
た
童
話
コ
ン
ク

ー
ル
へ
の
お
祝
い
と
と
も
に
、

「
物
語
は
本
人
の
書
き
た
い
気
持

ち
と
周
囲
の
刺
激
が
あ
れ
ば
作
り

出
せ
る
」
と
子
供
た
ち
が
な
お
一

層
本
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
を

と
、話
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

今
回
十
一
回
を
迎
え
た
同
コ
ン

ク
ー
ル
。
今
年
は
感
想
文
、
感
想

画
の
部
と
も
に
出
品
対
象
者
を
小

学
三
年
以
下
に
設
定
。
感
想
画
の

出
品
数
は
幼
児
の
部
で
六
百
二
十

五
点
、
小
学
校
の
部
で
二
千
六
百

二
十
四
点
、
感
想
画
総
計
は
三
千

二
百
四
十
九
点
で
し
た
。

な
お
、
童
話
感
想
画
の
部
優
秀

作
品
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
二
十

八
日
�
か
ら
一
月
六
日
�
ま
で

ぷ
れ
っ
そ
で
、
一
月
十
日
�
か
ら

二
十
日
�
ま
で
ジ
ョ
イ
フ
ル
シ
テ

ィ
本
荘
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
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　　山　さくら�
堀　内　理紗子�
石　川　浩　明�
土　田　史　華�
さいとうちさと�
あ　べ　ゆ　み�
阿　部　友　洋�

�
�

氏　　　名�
奥　山　裕　太�
村　上　昌　彦�
梅　津　翔　吾�
伊　藤　裕　人�
眞　坂　亮　輔�
真　坂　大　河�
津　島　直　広�
佐　藤　　　拓�
高　橋　七　七�
阿　部　梨々子�
宝　池　良　奈�
高　橋　　　睦�
安　保　愛絵里�

�
�

氏　　　名�
岡　部　　　琴�
鈴　木　晶　捺�
小　島　彰　浩�
伊　東　幸　洸�
仙　道　健　太�
太　田　帆　南�
佐　藤　初　音�
夏　井　大　介�
鈴　木　茉里奈�
須　藤　重　樹�
佐々木　　　遥�
斉　藤　遥　佳�
伊　東　秀　磨�

メルヘン賞�
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�

�
�
賞�

メルヘン賞�
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�

�
�
賞�

メルヘン賞�
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�

渟城第二小学校3年�
子吉小学校2年�
渟城第二小学校3年�
矢島小学校3年�
西目小学校1年�
高瀬小学校2年�
前郷小学校3年�
�
�
�
象潟小学校1年�
直根小学校1年�
高瀬小学校1年�
新山小学校2年�
下川大内小学校3年�
直根小学校1年�
十和田小学校1年�
平沢小学校1年�
平沢小学校1年�
亀田小学校1年�
西目小学校2年�
船岡小学校2年�
西目小学校3年�
�
�
�
石脇北保育園�
石脇北保育園�
ひかり保育園�
小砂川保育園�
みどり保育園�
西仙ひまわり幼稚園�
和田幼稚園�
和田幼稚園�
川添保育所�
小砂川保育園�
道川保育園�
みどり保育園�
永慶保育園�

賞� 氏　　　名� 学　校　名�

学　校　名�

園　　　名�

作　　品　　題　　名�
ひみつのふくろを読んで�
フレディが教えてくれた「いのち」�
かわいそうなぞうを読んで�
今も戦争は終わらない�
たくさんのこころにかこまれて�
三びきのイイズナ�
一面にさいたきつねざくら�
�
�
�
ぽんぽん山の月�
おおきなおおきなおいも�
ねずみくんとおんがくかい�
気きゅうにのって町に出たくま�
チロヌップのきつね�
ヤドカリのおひっこし�
あしたもともだち�
はなをくんくん�
ザブーと星空�
お星さまのレール�
くさいろのマフラー�
ふぶきのあした�
モンスターホテルでおたんじょう日�
�
�
�
キアゲハのくに�
キアゲハにのって�
かいじゅうたちのいるところ�
おおきなかぶ�
ブルドーザーとなかまたち�
くもうまさん�
おひさまをはこぶちょう�
ぐるんぱのようちえん�
ゴリラのパンやさん�
おおきなかぶ�
グリーンマントのピーマンマン�
おおきなかぶ�
ころちゃんはだんごむし�

作　　品　　題　　名�

作　　品　　題　　名�

■感想文・小学校の部�

■感想画・小学校の部�

■感想画・幼児の部�

第11回高橋宏幸賞童話秋田県コンクール上位入賞者

毎
年
恒
例
の
高
橋
宏
幸
賞
童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が

十
二
月
二
十
二
日
有
鄰
館
で
開
催
さ
れ
、
十
一
月
に
行
わ
れ
た
作

品
審
査
会
で
メ
ル
ヘ
ン
賞
、
ロ
マ
ン
賞
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞
を
受

賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
関
係
者
等
百
余
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

第
11
回
　
高
橋
宏
幸
賞

童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

▲感想画・幼児の部メルヘン賞 岡部琴さんの作品「キアゲハのくに」

▲感想画・小学校の部メルヘン賞奥山祐太くんの作品「ぽんぽん山の月」

童
話
に
親
し
み
夢
づ
く
り

▲高橋宏幸先生のあいさつ
▲感想画幼児の部で表彰を受けた仙道健太くん
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バ
レ
ー
で
華
や
か
な
歓
声

〜
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会▲最終日の熱戦から

快
適
な
ス
キ
ー
場
環
境
を

〜
大
平
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン

十
二
月
二
十
日
、
社
会
体
育
施
設

大
平
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
関
係
者
は
利
用
者
に
事
故
が
な

く
、
快
く
利
用
で
き
る
ス
キ
ー
場
環

境
を
作
ろ
う
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

昨
年
度
の
来
客
者
数
は
六
千
二
百

七
人
（
一
日
約
八
十
人
）。
な
お
、

今
年
か
ら
毎
週
月
曜
日
が
終
日
休
業

に
な
り
ま
し
た
。

な
に
か
と
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

な
冬
期
間
で
す
が
、
体
力
増
進
施
設

と
し
て
、
大
い
に
利
用
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
料
金
、
詳
細
な
ど
は
ス

キ
ー
場
ま
で（
�
六
九
―
二
三
二
八
）

▲この冬、大平スキー場を支えるスタッフ　

十
二
月
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、

町
民
体
育
館
に
お
い
て
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
冬
期
間
の
運
動
不

足
解
消
と
メ
ン
バ
ー
間
交
流
を
目
的

に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

参
加
し
た
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は

全
て
女
性
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
試

合
中
、
体
育
館
に
は
華
や
か
な
歓
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

五
日
間
に
わ
た
る
熱
戦
の
結
果
、

蔵
ス
ー
パ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
が
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
二
位
以
下
の
結
果
は

次
の
と
お
り
。

二
位
　
ミ
ル
キ
ー
チ
ー
ム

三
位
　
ギ
ャ
ル
ズ
チ
ー
ム

も
し
、
わ
た
し
の
家
族
が
と
つ
ぜ
ん
い
な
く
な
っ
て
、

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
考

え
た
だ
け
で
も
、
心
ぞ
う
が
き
ゅ
う
と
な
り
苦
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

ゆ
み
子
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
阪
神
大
し
ん
さ

い
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
ゆ
み
子
が
知
ら
さ

れ
た
の
は
も
う
お
そ
う
式
も
す
ん
だ
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ゆ
み
子
は
、
三
日
間

泣
き
続
け
た
。
き
っ
と
三
人
で
楽
し
く
く
ら
し
て
い
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
、
た
く
さ
ん
思
い
出
さ
れ
て
な
み
だ
が
止

ま
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
わ
た
し
ま

で
の
ど
の
お
く
が
苦
し
く
な
り
、
な
み
だ
が
ひ
と
り
で
に

で
て
き
て
し
ま
っ
た
。

一
人
で
生
き
て
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
ゆ
み
子
は
あ

る
こ
と
を
決
め
た
。
か
ん
ご
ふ
さ
ん
が
毎
日
お
い
て
い
っ

て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の
薬
を
、
ひ
み
つ
の
ふ
く
ろ
に
た
め

て
お
き
、
い
っ
ぺ
ん
に
飲
ん
で
死
の
う
と
思
っ
た
の
だ
。

わ
た
し
に
も
そ
の
気
持
ち
が
少
し
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し

た
。
死
ぬ
の
は
こ
わ
い
け
ど
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
は
い
や
だ
。

不
安
に
な
っ
た
。

あ
る
日
ゆ
み
子
は
と
な
り
の
ベ
ッ
ト
の
お
ば
あ
さ
ん
に

話
し
か
け
ら
れ
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
「
わ
た
し
は
身
よ
り

も
な
い
し
、
病
気
も
な
お
り
そ
う
に
な
い
か
ら
そ
ろ
そ
ろ

死
の
う
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
さ
い
後
に
だ
れ
か
と
話

し
た
く
て
ね
」
と
言
っ
た
。
ゆ
み
子
は
そ
の
言
葉
に
ド
キ

ッ
と
し
た
。
自
分
も
死
ぬ
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た

の
に
。

そ
の
日
か
ら
ゆ
み
子
は
、
何
と
か
し
て
お
ば
あ
さ
ん
を

助
け
て
あ
げ
よ
う
と
い
ろ
い
ろ
が
ん
ば
っ
た
。
動
け
な
い

お
ば
あ
さ
ん
の
た
め
に
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
り
、
草
花
を

と
っ
て
き
て
あ
げ
た
り
、
自
分
が
で
き
る
世
話
を
一
生
け

ん
め
い
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
だ
ん
だ
ん
元
気
に
な
っ
て

い
っ
た
。
わ
た
し
に
は
、
そ
れ
と
い
っ
し
ょ
に
ゆ
み
子
も

元
気
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
た
。
お
ば
あ
さ
ん
の
こ

と
を
考
え
る
ゆ
み
子
は
、
生
き
生
き
し
て
楽
し
そ
う
に
思

え
た
。

退
院
が
決
ま
っ
た
日
、
お
ば
あ
さ
ん
は
ゆ
み
子
に
お
願

い
を
し
た
。
ひ
み
つ
の
ふ
く
ろ
を
す
て
て
ほ
し
い
と
言
っ

た
の
だ
。
わ
た
し
は
び
っ
く
り
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
全

部
知
っ
て
い
た
ん
だ
。
友
だ
ち
に
な
っ
て
、
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
に
な
っ
た
ゆ
み
子
を
元
気
に
し
て
あ
げ
た
ん
だ
。
ゆ
み

子
に
助
け
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
く
、
ゆ
み
子
を
助
け
た
ん
だ
。

お
ば
あ
さ
ん
の
や
さ
し
さ
を
感
じ
、
わ
た
し
も
ゆ
み
子
と

い
っ
し
ょ
に
泣
い
て
し
ま
っ
た
。
ゆ
み
子
が
、
お
ば
あ
さ

ん
に
出
会
え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
死
な
ず
に
が
ん
ば
れ

て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
二
人
は
、
は
な
れ
て
し
ま
う
け
ど
、

二
人
と
も
元
気
に
生
き
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

阪
神
大
し
ん
さ
い
で
な
く
な
っ
た
人
は
、
六
千
人
以
上

い
る
そ
う
だ
。
お
話
に
出
て
く
る
ゆ
み
子
の
よ
う
に
、
家

族
を
な
く
し
た
子
ど
も
が
本
当
に
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

み
ん
な
、
ゆ
み
子
の
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
い
い
な
。

短
い
お
話
だ
っ
た
け
れ
ど
、
ゆ
み
子
や
お
ば
あ
さ
ん
に

出
会
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
世
の
中
に
は
、
病
気
や
事
こ
や
地
し
ん
で
死
ん
で
し

ま
う
人
も
い
る
ん
だ
。
生
き
て
い
る
自
分
は
幸
せ
な
ん
だ

な
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
た
し
も
ゆ
み
子
の
よ
う
に

や
さ
し
く
、
強
く
、
せ
い
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
。

第
11
回
高
橋
宏
幸
賞
・
童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル
●
感
想
文
の
部
・
メ
ル
ヘ
ン
賞

「
ひ
み
つ
の
ふ
く
ろ
」
を
読
ん
で
能
代
市
立
渟
城
第
二
小
学
校

三
年

▲優勝を飾った蔵スーパーレディース

当
日
は
冬
に
は
珍
し
い
快
晴
の

空
。
華
や
か
な
日
に
相
応
し
く
、

出
席
し
た
児
童
、
園
児
ら
は
ど
の

顔
も
笑
顔
。
皆
、
胸
を
張
り
式
に

出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
受
賞
者
全
員
に
阿
部
幸

悦
町
長
と
高
橋
宏
幸
先
生
か
ら
賞

状
と
記
念
品
、直
筆
サ
イ
ン
色
紙
、

童
話
本
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
講
評
で
は
佐
々
木
良
三
審

査
委
員
長
が
メ
ル
ヘ
ン
賞
を
受
賞

し
た
岡
部
琴
さ
ん
の
作
品
に
「
キ

ア
ゲ
ハ
の
ま
わ
り
の
花
ひ
と
つ
ひ

と
つ
に
愛
情
が
こ
も
っ
て
い
る
。

や
さ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
」

と
コ
メ
ン
ト
。ま
た
、入
賞
作
品
一

点
ず
つ
に
対
し
丁
寧
に
解
説
を
行

い
、
そ
の
度
に
受
賞
者
が
深
く
う

な
ず
く
場
面
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

高
橋
宏
幸
先
生
の
あ
い
さ
つ
で

は
十
一
回
を
迎
え
た
童
話
コ
ン
ク

ー
ル
へ
の
お
祝
い
と
と
も
に
、

「
物
語
は
本
人
の
書
き
た
い
気
持

ち
と
周
囲
の
刺
激
が
あ
れ
ば
作
り

出
せ
る
」
と
子
供
た
ち
が
な
お
一

層
本
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
を

と
、話
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

今
回
十
一
回
を
迎
え
た
同
コ
ン

ク
ー
ル
。
今
年
は
感
想
文
、
感
想

画
の
部
と
も
に
出
品
対
象
者
を
小

学
三
年
以
下
に
設
定
。
感
想
画
の

出
品
数
は
幼
児
の
部
で
六
百
二
十

五
点
、
小
学
校
の
部
で
二
千
六
百

二
十
四
点
、
感
想
画
総
計
は
三
千

二
百
四
十
九
点
で
し
た
。

な
お
、
童
話
感
想
画
の
部
優
秀

作
品
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
二
十

八
日
�
か
ら
一
月
六
日
�
ま
で

ぷ
れ
っ
そ
で
、
一
月
十
日
�
か
ら

二
十
日
�
ま
で
ジ
ョ
イ
フ
ル
シ
テ

ィ
本
荘
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
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　　山　さくら�
堀　内　理紗子�
石　川　浩　明�
土　田　史　華�
さいとうちさと�
あ　べ　ゆ　み�
阿　部　友　洋�

�
�

氏　　　名�
奥　山　裕　太�
村　上　昌　彦�
梅　津　翔　吾�
伊　藤　裕　人�
眞　坂　亮　輔�
真　坂　大　河�
津　島　直　広�
佐　藤　　　拓�
高　橋　七　七�
阿　部　梨々子�
宝　池　良　奈�
高　橋　　　睦�
安　保　愛絵里�

�
�

氏　　　名�
岡　部　　　琴�
鈴　木　晶　捺�
小　島　彰　浩�
伊　東　幸　洸�
仙　道　健　太�
太　田　帆　南�
佐　藤　初　音�
夏　井　大　介�
鈴　木　茉里奈�
須　藤　重　樹�
佐々木　　　遥�
斉　藤　遥　佳�
伊　東　秀　磨�

メルヘン賞�
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�

�
�
賞�

メルヘン賞�
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�

�
�
賞�

メルヘン賞�
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ロ マ ン 賞 �
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�
ファンタジー賞�

渟城第二小学校3年�
子吉小学校2年�
渟城第二小学校3年�
矢島小学校3年�
西目小学校1年�
高瀬小学校2年�
前郷小学校3年�
�
�
�
象潟小学校1年�
直根小学校1年�
高瀬小学校1年�
新山小学校2年�
下川大内小学校3年�
直根小学校1年�
十和田小学校1年�
平沢小学校1年�
平沢小学校1年�
亀田小学校1年�
西目小学校2年�
船岡小学校2年�
西目小学校3年�
�
�
�
石脇北保育園�
石脇北保育園�
ひかり保育園�
小砂川保育園�
みどり保育園�
西仙ひまわり幼稚園�
和田幼稚園�
和田幼稚園�
川添保育所�
小砂川保育園�
道川保育園�
みどり保育園�
永慶保育園�

賞� 氏　　　名� 学　校　名�

学　校　名�

園　　　名�

作　　品　　題　　名�
ひみつのふくろを読んで�
フレディが教えてくれた「いのち」�
かわいそうなぞうを読んで�
今も戦争は終わらない�
たくさんのこころにかこまれて�
三びきのイイズナ�
一面にさいたきつねざくら�
�
�
�
ぽんぽん山の月�
おおきなおおきなおいも�
ねずみくんとおんがくかい�
気きゅうにのって町に出たくま�
チロヌップのきつね�
ヤドカリのおひっこし�
あしたもともだち�
はなをくんくん�
ザブーと星空�
お星さまのレール�
くさいろのマフラー�
ふぶきのあした�
モンスターホテルでおたんじょう日�
�
�
�
キアゲハのくに�
キアゲハにのって�
かいじゅうたちのいるところ�
おおきなかぶ�
ブルドーザーとなかまたち�
くもうまさん�
おひさまをはこぶちょう�
ぐるんぱのようちえん�
ゴリラのパンやさん�
おおきなかぶ�
グリーンマントのピーマンマン�
おおきなかぶ�
ころちゃんはだんごむし�

作　　品　　題　　名�

作　　品　　題　　名�

■感想文・小学校の部�

■感想画・小学校の部�

■感想画・幼児の部�

第11回高橋宏幸賞童話秋田県コンクール上位入賞者

毎
年
恒
例
の
高
橋
宏
幸
賞
童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が

十
二
月
二
十
二
日
有
鄰
館
で
開
催
さ
れ
、
十
一
月
に
行
わ
れ
た
作

品
審
査
会
で
メ
ル
ヘ
ン
賞
、
ロ
マ
ン
賞
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞
を
受

賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
関
係
者
等
百
余
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

第
11
回
　
高
橋
宏
幸
賞

童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

▲感想画・幼児の部メルヘン賞 岡部琴さんの作品「キアゲハのくに」

▲感想画・小学校の部メルヘン賞奥山祐太くんの作品「ぽんぽん山の月」

童
話
に
親
し
み
夢
づ
く
り

▲高橋宏幸先生のあいさつ
▲感想画幼児の部で表彰を受けた仙道健太くん



■
「
今
年
の
ベ
ス
ト
５
」

①
星
の
衣
／
高
橋
修

②
な
な
つ
の
子
／
加
納
朋
子

③
タ
タ
タ
タ
旅
の
素
／
阿
川
佐
和
子

④
冬
子
の
兵
法
・
愛
子
の
忍
法
／
上
坂

冬
子
、
佐
藤
愛
子

⑤
り
ん
ご
の
好
き
な
ア
ー
サ
ー
／
高
橋

文
庫
よ
り

番
外
　
土
曜
日
の
絵
本
／
加
納
朋
子

①
…
こ
の
小
説
に
は
沢
山
の
色
が
使
わ
れ

て
い
る
、
が
第
一
印
象
で
し
た
。
題
名
の

「
星
の
衣
」
は
現
実
離
れ
し
て
い
る
様
で
、

一
度
は
そ
の
着
物
を
見
て
み
た
い
気
持
ち

に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

舞
台
の
沖
縄
は
そ
れ
自
体
の
色
が
鮮

や
か
で
す
が
、
そ
の
奥
に
潜
む
影
の
色
も

ひ
と
つ
の
色
で
あ
り
、
二
人
の
主
人
公
の

心
に
あ
る
光
と
影
、
織
物
の
色
、
機
を
織

る
過
程
に
も
似
た
二
人
の
主
人
公
が
出
会

っ
て
い
く
様
は
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で

し
た
。何
色
に
出
会
え
る
か
は
、読
む
人
の

気
持
ち
の
あ
り
よ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

②
…
読
後
感
の
よ
い
ミ
ス
テ
リ
ー
で
し

た
。
陰
惨
な
事
件
な
ど
何
ひ
と
つ
な
く
て

も
、
ド
キ
ド
キ
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
読
め

る
の
が
新
鮮
な
驚
き
で
し
た
。
暖
か
い
気

持
ち
に
な
れ
る
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ミ
ス

テ
リ
ー
。
根
底
に
流
れ
て
い
る
雰
囲
気
が

Ａ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
の
ミ
ス
・
マ
ー
プ
ル
作

品
の
様
で
安
心
し
て
楽
し
め
た
の
で
。

番
外
…
大
事
件
も
何
も
起
こ
ら
な
い
平
凡

な
毎
日
の
中
に
あ
る
宝
石
の
よ
う
に
輝
く

一
時
、
気
持
ち
、
自
分
の
住
む
町
を
大
切

に
想
う
気
持
ち
、
大
人
に
な
っ
て
ど
こ
か

に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
風
景
、
風
の
に
お
い

や
音
（
野
原
で
遊
ん
だ
記
憶
）
が
優
し
く

心
の
中
に
再
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。（
い
ず
）

■
「
２
０
０
２
年
ベ
ス
ト
５
」

①
マ
ラ
ケ
シ
ュ
心
中
／
中
山
可
穂

②
尾
崎
翠
集
成
上
・
下
／
中
野
翠
編

③
短
篇
集
落
葉
神
の
小
さ
な
庭
で
／

日
野
啓
三

④
畠
山
直
哉
回
顧
展
カ
タ
ロ
グ
／
岩
手

県
立
美
術
館
・
国
立
国
際
美
術
館

⑤
証
言
構
成
『
ポ
パ
イ
』
の
時
代
―
あ

る
雑
誌
の
奇
妙
な
航
海
／
赤
田
祐
一

小
説
、
写
真
集
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
選
択
し
た
。
や
や
特
殊
な
五
冊
と

い
う
と
こ
ろ
か
。

①
…
愛
す
る
事
に
男
女
の
区
別
な
ど
な

い
。
要
は
一
人
の
人
間
と
し
て
相
手
を
愛

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
に
尽
き
る
。
激
し
い
ま
で
の
熱
気
が
行

間
か
ら
立
ち
上
る
小
説
。

②
…
前
に
も
後
に
も
彼
女
が
作
り
出
す
よ

う
な
物
語
は
存
在
せ
ず
、
た
だ
似
た
物
語

が
存
在
す
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ

ん
彼
女
自
身
も
。
作
家
と
し
て
唯
一
無
二

の
存
在
だ
っ
た
尾
崎
翠
再
評
価
の
機
会
を

望
む
。

③
…
病
の
中
で
紡
が
れ
た
最
後
の
短
編
小

説
集
は
静
謐
さ
に
あ
ふ
れ
た
作
品
集
に
仕

上
が
っ
た
。
日
野
氏
の
新
作
が
読
め
な
く

な
っ
た
悲
し
さ
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
。

④
自
分
自
身
の
鉱
物
に
対
す
る
親
近
感
と

い
う
も
の
は
、
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
派
が
夢
見

た
幻
想
世
界
に
近
い
の
で
は
な
い
か
、
と

確
信
し
た
写
真
集
。

⑤
集
団
と
し
て
の
優
れ
た
仕
事
と
い
う
の

は
、
ほ
ん
の
偶
然
の
積
み
重
ね
か
ら
生
ま

れ
る
。
お
そ
ら
く
誰
も
が
意
識
し
な
い
形

で
あ
た
か
も
そ
れ
自
体
が
意
志
を
持
つ
か

の
よ
う
に
突
然
。
そ
し
て
そ
の
終
焉
も
静

か
に
訪
れ
る
。

最
後
に
今
年
逝
去
さ
れ
た
小
説
家
日

野
啓
三
氏
の
冥
福
を
祈
り
た
い
。
彼
は
尊

敬
で
き
る
数
少
な
い
小
説
家
で
あ
り
、
大

人
だ
っ
た
気
が
す
る
。（
さ
）

■
「
２
０
０
２
年
文
庫
ベ
ス
ト
３
」

①
阿あ

房ほ
う

列
車
／
内
田
百
　

ひ
ゃ
っ
け
ん

／
ち
く
ま
文

庫②
「
プ
リ
ズ
ン
ホ
テ
ル
」
シ
リ
ー
ズ
／

浅
田
次
郎
／
集
英
社
文
庫

③
舞
い
の
家
／
立
原
正
秋
／
新
潮
文
庫

①
言
葉
の
諷ふ
う
刺し

の
天
才
、
稀
代
の
ヒ
ネ
ク

レ
者
百
　
（
夏
目
漱
石
の
弟
子
）
の
作

品
が
、
今
年
は
た
く
さ
ん
文
庫
で
復
刊
さ

れ
て
嬉
し
い
。「
な
ん
に
も
用
は
な
い
け

れ
ど
、
行
け
ば
帰
っ
て
く
る
と
い
う
用
が

出
来
る
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
な
、
全
国
津
々
浦
々
、
無
意
味
な
列
車

の
旅
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
と
に
か
く
役

に
立
た
な
い
事
へ
の
徹
底
ぶ
り
が
い
い
。

こ
こ
ま
で
へ
そ
が
曲
が
っ
て
い
る
と
、
か

え
っ
て
清
々
し
い
気
さ
え
し
て
く
る
。

ち
な
み
に
同
行
の
国
鉄
職
員
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
系
君
（
本
名
平
山
三
郎
・
あ
だ
名
は

百
　
先
生
が
命
名
し
た
）
と
の
や
り
と

り
も
か
な
り
変
だ
。
は
ず
ま
な
い
会
話
し

か
し
な
い
く
せ
に
、
仲
が
い
い
と
は
ど
う

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
読
ん
で
い

る
と
、
自
分
も
酒
を
抱
え
て
ふ
ら
り
と
列

車
に
乗
っ
て
み
た
い
気
分
に
さ
せ
ら
れ

る
。
少
し
世
間
を
ナ
ナ
メ
に
見
な
が
ら
。

今
年
一
番
の
旅
本
。

②
「
来
る
者
拒
ま
ず
」
を
信
条
と
す
る
ヤ

ク
ザ
の
親
分
が
経
営
し
て
い
る
、
山
奥
の

温
泉
ホ
テ
ル
（
だ
か
ら
ワ
ケ
ア
リ
な
お
客

ば
っ
か
り
来
る
）
で
起
こ
る
、
涙
と
笑
い

と
感
動
の
浅
田
節
全
開
ワ
ー
ル
ド
。
こ
の

シ
リ
ー
ズ
は
「
夏
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
四

作
目
の
「
春
」
で
大
団
円
を
迎
え
る
。
全

編
を
通
し
て
、「
挫
折
を
知
っ
て
る
ヤ
ツ

の
方
が
、
人
間
と
し
て
上
等
だ
」
と
い
う

作
者
の
エ
ー
ル
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な

作
品
。「
鉄
道
屋
（
ぽ
っ
ぽ
や
）」
で
直
木

賞
を
受
賞
し
た
作
家
だ
が
、
こ
の
「
プ
リ

ズ
ン
ホ
テ
ル
」
を
読
ま
ず
し
て
、
浅
田
次

郎
を
語
る
な
か
れ
。
乱
暴
だ
け
ど
あ
た
た

か
い
、
不
思
議
な
魅
力
の
あ
る
本
だ
。

③
「
去こ

年ぞ

盛
り
あ
ら
ば
、
今
年
は
花
な

か
る
べ
き
こ
と
を
知
る
べ
し
」

世
阿
弥
の
云
う
と
こ
ろ
の
「
花
」
が
、

そ
の
ま
ま
こ
の
本
の
テ
ー
マ
だ
。
能
役
者

と
し
て
の
自
分
の
芸
に
限
界
を
感
じ
た
男

が
愛
人
と
の
関
係
に
も
疲
れ
果
て
、
つ
い

に
は
妻
の
妹
と
流
さ
れ
る
ま
ま
に
倫
な
き

道
を
行
く
。
ど
こ
ま
で
も
堕
ち
て
い
く
そ

の
姿
が
（
こ
う
書
く
と
か
な
り
ド
ロ
ド
ロ

な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
読
者
に
対
し

て
そ
れ
で
も
醜
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
の

は
、
著
者
の
作
品
す
べ
て
に
共
通
し
て
漂

う
「
日
本
語
の
格
調
」
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
私
は
思
う
。
ま
た
、
滅

び
の
美
、
先
の
見
え
な
い
男
女
の
愛
を
書

か
せ
た
ら
、
こ
の
作
家
の
右
に
出
る
者
は

い
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
立
原
作
品
に
登

場
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
は
、皆
本
当
に
美
し
い
。

そ
し
て
そ
の
静
謐
な
た
た
ず
ま
い
と
は
う

ら
は
ら
に
、内
面
に
は
炎

ほ
む
ら
を
抱
え
て
い
る
。

こ
の
作
品
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
堕
ち
て
ゆ
く

能
役
者
の
妻
、
綾
だ
と
私
は
思
う
が
、
物

語
の
最
後
に
綾
が
舞
う
姿
は
、
ま
さ
し
く

「
花
」
が
散
る
さ
ま
そ
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
儚
い
恋
愛
小
説
で
あ
り
、
同
時

に
日
本
語
の
美
し
さ
も
味
わ
え
る
一
冊
。

（
ひ
）
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2
0
0
2
私
の
ベ
ス
ト
�
NO.2

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
２
０
０
３

を
観
覧
し
て
み
ま
せ
ん
か

熱
気
あ
ふ
れ
る
試
合
が
展
開
し
ま

す
。
町
民
皆
さ
ん
に
よ
る
多
数
の
ご

観
覧
、
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
期
　
間
　
平
成
十
五
年
一
月
十
五

日
（
水
）
〜
二
月
二
十
三
日
（
日
）

ま
で
毎
週
月
、
水
曜
日

午
後
七
時
か
ら
九
時
（
予
定
変
更

あ
り
）

■
場
　
所
　
町
民
体
育
館

■
問
い
合
せ
　
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
係

●
「
今
月
の
一
冊
」
に
投
稿
し
て
み

ま
せ
ん
か

生
涯
学
習
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
今
月
の
一
冊
」
に
本
を
読
ん

だ
感
想
を
投
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か

■
内
　
容
　
読
ん
だ
本
の
感
想

■
文
字
数
　
四
百
字
程
度

■
締
　
切
　
随
時

■
問
い
合
せ
　
生
涯
学
習
だ
よ
り
担

当
※
全
て
の
問
い
合
わ
せ
は
（
�
六
九

―
二
三
一
一
）

先
月
号
に
引
き
続
き
、
２
０
０
２

年
に
読
ん
だ
本
の
う
ち
よ
か
っ
た
も

の
を
公
民
館
図
書
室
利
用
の
皆
さ
ん

に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
公
民
館
施
設
が
一
時
休
館
し
ま
す

公
民
館
改
修
に
伴
い
一
月
か
ら
三

月
ま
で
施
設
を
一
時
休
館
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
民
館
お
よ
び
図
書
室
、

学
習
室
な
ど
が
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

図
書
関
係
に
対
す
る
問
い
合
せ
、

詳
細
は
公
民
館
ま
で
。（
�
六
九

―
二
三
一
一
）
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一
時
三
十
分
か
ら
始
ま
っ
た
記
念
式

典
に
は
体
育
協
会
会
員
を
は
じ
め
、
長

年
協
会
に
携
わ
っ
た
関
係
者
な
ど
七
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

石
綿
喜
代
隆
協
会
副
会
長
に
よ
る
開

会
の
こ
と
ば
に
引
き
続
き
、
阿
部
弘
章

体
育
協
会
会
長
が
「
諸
先
輩
た
ち
の
積

み
重
ね
と
、
協
会
会
員
た
ち
の
支
え
で

協
会
も
三
十
年
を
む
か
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
関
係
者
各
位
に
感
謝
し
た
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
特
別
功
労
者
と
し
て
大
沼

武
且
氏
、
長
谷
山
博
昭
氏
、
功
労
者
と

し
て
石
綿
民
喜
氏
、
長
沼
久
男
氏
、
柴

田
文
治
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
う
け
ま

し
た
。（
受
賞
者
紹
介
は
下
記
）

阿
部
幸
悦
町
長
ら
三
人
の
来
賓
祝
辞

後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
長
谷
山
博
昭

氏
が
「
体
育
振
興
に
長
年
関
わ
っ
た
こ

と
が
今
日
の
表
彰
に
つ
な
が
っ
た
。
三

十
周
年
を
む
か
え
、
今
後
は
技
を
競
い

合
う
競
技
ス
ポ
ー
ツ
型
か
ら
、
楽
し
み

な
が
ら
行
う
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
型
へ
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
活
動
を
と
考
え
て
い
る
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
記

念
祝
賀
会
で
は
、
会
員
た
ち
が
苦
労
談
、

抱
負
な
ど
を
語
り
な
が
ら
、
体
育
協
会

三
十
年
の
節
目
を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

東
由
利
町
体
育
協
会
は
昭
和
四
十
七

年
度
、
七
団
体
十
四
人
が
出
席
し
た
体

育
振
興
懇
談
会
を
経
て
「
東
由
利
村
体

育
協
会
（
小
松
榮
男
会
長
）」
が
正
式

設
立
し
た
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
当
初
の
加
盟
団
体
は
五
団
体

（
野
球
、
ス
キ
ー
、
陸
上
競
技
、
銃
剣

道
、
武
道
会
）
で
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
度
に
町
制
施
行
に
よ

り
「
東
由
利
町
体
育
協
会
」
へ
と
改
名
、

昭
和
五
十
七
年
度
に
は
町
ス
ポ
ー
ツ
に

貢
献
し
た
方
々
を
表
彰
す
る
ス
ポ
ー
ツ

栄
誉
賞
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。（
以
降

毎
年
実
施
）

平
成
四
年
度
に
は
二
十
周
年
を
む
か

え
、
記
念
式
典
お
よ
び
記
念
事
業
（
卓

球
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
松
崎
キ
ミ
代

さ
ん
ら
の
卓
球
教
室
）
を
実
施
す
る
な

ど
、
同
協
会
は
町
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

発
展
に
大
い
に
貢
献
し
、
な
お
か
つ
着

実
に
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
に
は
秋
田
で
わ
か
杉
国

体
が
実
施
さ
れ
ま
す
。「
地
域
の
体
育

振
興
は
、
施
設
の
充
実
は
も
と
よ
り
指

導
者
育
成
も
重
要
な
要
素
」。
遠
藤
忠

平
議
会
議
長
に
よ
る
来
賓
祝
辞
の
通

り
、
地
域
に
お
け
る
町
体
育
協
会
の
役

割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
今

後
の
協
会
と
し
て
の
関
わ
り
、
ま
た
優

秀
な
選
手
育
成
に
対
す
る
活
動
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

●
特
別
功
労
賞

・
大
　
沼
　
武
　
且

氏

（
63
歳
・
蔵
新
田
）

町
体
育
協
会
副
会
長
を
経
て
、
昭
和

五
十
九
年
度
よ
り
平
成
八
年
度
ま
で
町

体
育
協
会
会
長
を
歴
任
し
、
単
位
協
会

の
育
成
強
化
を
図
り
、
体
育
振
興
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

・
長
谷
山
　
博
　
昭

氏

（
62
歳
・
上
通
）

町
体
育
協
会
副
会
長
を
経
て
、
平
成

九
年
度
よ
り
平
成
十
二
年
度
ま
で
町
体

育
協
会
会
長
を
歴
任
し
、
単
位
協
会
の

育
成
強
化
を
図
り
、
体
育
振
興
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

●
功
　
労
　
者

・
石
　
綿
　
民
　
喜

氏

（
76
歳
・
大
琴
）

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し
て
昭
和

四
十
九
年
よ
り
平
成
十
三
年
ま
で
の
長

年
に
わ
た
り
、
本
町
ス
キ
ー
の
普
及
・

充
実
を
図
り
、
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
。
ま
た
昭
和
六
十
三
年

よ
り
現
在
ま
で
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

会
長
と
し
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
普

及
・
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
。

・
長
　
沼
　
久
　
男

氏

（
69
歳
・
新
町
）

昭
和
五
十
四
年
よ
り
現
在
ま
で
、
町

野
球
協
会
会
長
と
し
て
各
種
大
会
の
運

営
と
伸
長
発
展
に
大
き
く
尽
力
し
、
本

町
野
球
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

ま
た
学
童
野
球
大
会
の
誘
致
や
ス
ポ
少

活
動
を
通
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成
で

も
大
き
く
尽
力
さ
れ
た
。

・
柴
　
田
　
文
　
治

氏

（
47
歳
・
羽
後
町
）

昭
和
五
十
九
年
、
秋
田
信
英
株
式
会

社
（
現
秋
田
ル
ビ
コ
ン
（
株
））
設
立

当
初
よ
り
同
社
野
球
部
監
督
を
務
め
、

平
成
四
年
度
よ
り
平
成
十
二
年
度
ま
で

町
野
球
協
会
監
事
を
歴
任
。
こ
の
間
、

協
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
秋
季
選
抜
大
会

を
企
画
・
運
営
し
、
本
町
の
野
球
を
楽

し
め
る
環
境
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
。

着
々
と
歩
み
続
け
た
三
十
年

東
由
利
町
体
育
協
会

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

今
年
創
立
三
十
年
を
む
か
え
た
東
由
利
町
体
育
協
会
。こ
れ
を
記
念
し
、

十
二
月
八
日
、
有
鄰
館
を
会
場
に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
関
係
者
た
ち
は
三
十
年
間
の
足
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
今
後
の

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

▲関係者70人が出席した記念式典

▲特別功労者として表彰を受ける長谷山博昭氏

被
表
彰
者
紹
介



■
「
今
年
の
ベ
ス
ト
５
」

①
星
の
衣
／
高
橋
修

②
な
な
つ
の
子
／
加
納
朋
子

③
タ
タ
タ
タ
旅
の
素
／
阿
川
佐
和
子

④
冬
子
の
兵
法
・
愛
子
の
忍
法
／
上
坂

冬
子
、
佐
藤
愛
子

⑤
り
ん
ご
の
好
き
な
ア
ー
サ
ー
／
高
橋

文
庫
よ
り

番
外
　
土
曜
日
の
絵
本
／
加
納
朋
子

①
…
こ
の
小
説
に
は
沢
山
の
色
が
使
わ
れ

て
い
る
、
が
第
一
印
象
で
し
た
。
題
名
の

「
星
の
衣
」
は
現
実
離
れ
し
て
い
る
様
で
、

一
度
は
そ
の
着
物
を
見
て
み
た
い
気
持
ち

に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

舞
台
の
沖
縄
は
そ
れ
自
体
の
色
が
鮮

や
か
で
す
が
、
そ
の
奥
に
潜
む
影
の
色
も

ひ
と
つ
の
色
で
あ
り
、
二
人
の
主
人
公
の

心
に
あ
る
光
と
影
、
織
物
の
色
、
機
を
織

る
過
程
に
も
似
た
二
人
の
主
人
公
が
出
会

っ
て
い
く
様
は
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で

し
た
。何
色
に
出
会
え
る
か
は
、読
む
人
の

気
持
ち
の
あ
り
よ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

②
…
読
後
感
の
よ
い
ミ
ス
テ
リ
ー
で
し

た
。
陰
惨
な
事
件
な
ど
何
ひ
と
つ
な
く
て

も
、
ド
キ
ド
キ
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
読
め

る
の
が
新
鮮
な
驚
き
で
し
た
。
暖
か
い
気

持
ち
に
な
れ
る
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ミ
ス

テ
リ
ー
。
根
底
に
流
れ
て
い
る
雰
囲
気
が

Ａ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
の
ミ
ス
・
マ
ー
プ
ル
作

品
の
様
で
安
心
し
て
楽
し
め
た
の
で
。

番
外
…
大
事
件
も
何
も
起
こ
ら
な
い
平
凡

な
毎
日
の
中
に
あ
る
宝
石
の
よ
う
に
輝
く

一
時
、
気
持
ち
、
自
分
の
住
む
町
を
大
切

に
想
う
気
持
ち
、
大
人
に
な
っ
て
ど
こ
か

に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
風
景
、
風
の
に
お
い

や
音
（
野
原
で
遊
ん
だ
記
憶
）
が
優
し
く

心
の
中
に
再
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。（
い
ず
）

■
「
２
０
０
２
年
ベ
ス
ト
５
」

①
マ
ラ
ケ
シ
ュ
心
中
／
中
山
可
穂

②
尾
崎
翠
集
成
上
・
下
／
中
野
翠
編

③
短
篇
集
落
葉
神
の
小
さ
な
庭
で
／

日
野
啓
三

④
畠
山
直
哉
回
顧
展
カ
タ
ロ
グ
／
岩
手

県
立
美
術
館
・
国
立
国
際
美
術
館

⑤
証
言
構
成
『
ポ
パ
イ
』
の
時
代
―
あ

る
雑
誌
の
奇
妙
な
航
海
／
赤
田
祐
一

小
説
、
写
真
集
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
選
択
し
た
。
や
や
特
殊
な
五
冊
と

い
う
と
こ
ろ
か
。

①
…
愛
す
る
事
に
男
女
の
区
別
な
ど
な

い
。
要
は
一
人
の
人
間
と
し
て
相
手
を
愛

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
に
尽
き
る
。
激
し
い
ま
で
の
熱
気
が
行

間
か
ら
立
ち
上
る
小
説
。

②
…
前
に
も
後
に
も
彼
女
が
作
り
出
す
よ

う
な
物
語
は
存
在
せ
ず
、
た
だ
似
た
物
語

が
存
在
す
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ

ん
彼
女
自
身
も
。
作
家
と
し
て
唯
一
無
二

の
存
在
だ
っ
た
尾
崎
翠
再
評
価
の
機
会
を

望
む
。

③
…
病
の
中
で
紡
が
れ
た
最
後
の
短
編
小

説
集
は
静
謐
さ
に
あ
ふ
れ
た
作
品
集
に
仕

上
が
っ
た
。
日
野
氏
の
新
作
が
読
め
な
く

な
っ
た
悲
し
さ
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
。

④
自
分
自
身
の
鉱
物
に
対
す
る
親
近
感
と

い
う
も
の
は
、
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
派
が
夢
見

た
幻
想
世
界
に
近
い
の
で
は
な
い
か
、
と

確
信
し
た
写
真
集
。

⑤
集
団
と
し
て
の
優
れ
た
仕
事
と
い
う
の

は
、
ほ
ん
の
偶
然
の
積
み
重
ね
か
ら
生
ま

れ
る
。
お
そ
ら
く
誰
も
が
意
識
し
な
い
形

で
あ
た
か
も
そ
れ
自
体
が
意
志
を
持
つ
か

の
よ
う
に
突
然
。
そ
し
て
そ
の
終
焉
も
静

か
に
訪
れ
る
。

最
後
に
今
年
逝
去
さ
れ
た
小
説
家
日

野
啓
三
氏
の
冥
福
を
祈
り
た
い
。
彼
は
尊

敬
で
き
る
数
少
な
い
小
説
家
で
あ
り
、
大

人
だ
っ
た
気
が
す
る
。（
さ
）

■
「
２
０
０
２
年
文
庫
ベ
ス
ト
３
」

①
阿あ

房ほ
う

列
車
／
内
田
百
　

ひ
ゃ
っ
け
ん

／
ち
く
ま
文

庫②
「
プ
リ
ズ
ン
ホ
テ
ル
」
シ
リ
ー
ズ
／

浅
田
次
郎
／
集
英
社
文
庫

③
舞
い
の
家
／
立
原
正
秋
／
新
潮
文
庫

①
言
葉
の
諷ふ
う
刺し

の
天
才
、
稀
代
の
ヒ
ネ
ク

レ
者
百
　
（
夏
目
漱
石
の
弟
子
）
の
作

品
が
、
今
年
は
た
く
さ
ん
文
庫
で
復
刊
さ

れ
て
嬉
し
い
。「
な
ん
に
も
用
は
な
い
け

れ
ど
、
行
け
ば
帰
っ
て
く
る
と
い
う
用
が

出
来
る
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
な
、
全
国
津
々
浦
々
、
無
意
味
な
列
車

の
旅
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
と
に
か
く
役

に
立
た
な
い
事
へ
の
徹
底
ぶ
り
が
い
い
。

こ
こ
ま
で
へ
そ
が
曲
が
っ
て
い
る
と
、
か

え
っ
て
清
々
し
い
気
さ
え
し
て
く
る
。

ち
な
み
に
同
行
の
国
鉄
職
員
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
系
君
（
本
名
平
山
三
郎
・
あ
だ
名
は

百
　
先
生
が
命
名
し
た
）
と
の
や
り
と

り
も
か
な
り
変
だ
。
は
ず
ま
な
い
会
話
し

か
し
な
い
く
せ
に
、
仲
が
い
い
と
は
ど
う

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
読
ん
で
い

る
と
、
自
分
も
酒
を
抱
え
て
ふ
ら
り
と
列

車
に
乗
っ
て
み
た
い
気
分
に
さ
せ
ら
れ

る
。
少
し
世
間
を
ナ
ナ
メ
に
見
な
が
ら
。

今
年
一
番
の
旅
本
。

②
「
来
る
者
拒
ま
ず
」
を
信
条
と
す
る
ヤ

ク
ザ
の
親
分
が
経
営
し
て
い
る
、
山
奥
の

温
泉
ホ
テ
ル
（
だ
か
ら
ワ
ケ
ア
リ
な
お
客

ば
っ
か
り
来
る
）
で
起
こ
る
、
涙
と
笑
い

と
感
動
の
浅
田
節
全
開
ワ
ー
ル
ド
。
こ
の

シ
リ
ー
ズ
は
「
夏
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
四

作
目
の
「
春
」
で
大
団
円
を
迎
え
る
。
全

編
を
通
し
て
、「
挫
折
を
知
っ
て
る
ヤ
ツ

の
方
が
、
人
間
と
し
て
上
等
だ
」
と
い
う

作
者
の
エ
ー
ル
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な

作
品
。「
鉄
道
屋
（
ぽ
っ
ぽ
や
）」
で
直
木

賞
を
受
賞
し
た
作
家
だ
が
、
こ
の
「
プ
リ

ズ
ン
ホ
テ
ル
」
を
読
ま
ず
し
て
、
浅
田
次

郎
を
語
る
な
か
れ
。
乱
暴
だ
け
ど
あ
た
た

か
い
、
不
思
議
な
魅
力
の
あ
る
本
だ
。

③
「
去こ

年ぞ

盛
り
あ
ら
ば
、
今
年
は
花
な

か
る
べ
き
こ
と
を
知
る
べ
し
」

世
阿
弥
の
云
う
と
こ
ろ
の
「
花
」
が
、

そ
の
ま
ま
こ
の
本
の
テ
ー
マ
だ
。
能
役
者

と
し
て
の
自
分
の
芸
に
限
界
を
感
じ
た
男

が
愛
人
と
の
関
係
に
も
疲
れ
果
て
、
つ
い

に
は
妻
の
妹
と
流
さ
れ
る
ま
ま
に
倫
な
き

道
を
行
く
。
ど
こ
ま
で
も
堕
ち
て
い
く
そ

の
姿
が
（
こ
う
書
く
と
か
な
り
ド
ロ
ド
ロ

な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
読
者
に
対
し

て
そ
れ
で
も
醜
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
の

は
、
著
者
の
作
品
す
べ
て
に
共
通
し
て
漂

う
「
日
本
語
の
格
調
」
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
私
は
思
う
。
ま
た
、
滅

び
の
美
、
先
の
見
え
な
い
男
女
の
愛
を
書

か
せ
た
ら
、
こ
の
作
家
の
右
に
出
る
者
は

い
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
立
原
作
品
に
登

場
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
は
、皆
本
当
に
美
し
い
。

そ
し
て
そ
の
静
謐
な
た
た
ず
ま
い
と
は
う

ら
は
ら
に
、内
面
に
は
炎

ほ
む
ら
を
抱
え
て
い
る
。

こ
の
作
品
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
堕
ち
て
ゆ
く

能
役
者
の
妻
、
綾
だ
と
私
は
思
う
が
、
物

語
の
最
後
に
綾
が
舞
う
姿
は
、
ま
さ
し
く

「
花
」
が
散
る
さ
ま
そ
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
儚
い
恋
愛
小
説
で
あ
り
、
同
時

に
日
本
語
の
美
し
さ
も
味
わ
え
る
一
冊
。

（
ひ
）
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2
0
0
2
私
の
ベ
ス
ト
�
NO.2

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
２
０
０
３

を
観
覧
し
て
み
ま
せ
ん
か

熱
気
あ
ふ
れ
る
試
合
が
展
開
し
ま

す
。
町
民
皆
さ
ん
に
よ
る
多
数
の
ご

観
覧
、
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
期
　
間
　
平
成
十
五
年
一
月
十
五

日
（
水
）
〜
二
月
二
十
三
日
（
日
）

ま
で
毎
週
月
、
水
曜
日

午
後
七
時
か
ら
九
時
（
予
定
変
更

あ
り
）

■
場
　
所
　
町
民
体
育
館

■
問
い
合
せ
　
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
係

●
「
今
月
の
一
冊
」
に
投
稿
し
て
み

ま
せ
ん
か

生
涯
学
習
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
今
月
の
一
冊
」
に
本
を
読
ん

だ
感
想
を
投
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か

■
内
　
容
　
読
ん
だ
本
の
感
想

■
文
字
数
　
四
百
字
程
度

■
締
　
切
　
随
時

■
問
い
合
せ
　
生
涯
学
習
だ
よ
り
担

当
※
全
て
の
問
い
合
わ
せ
は
（
�
六
九

―
二
三
一
一
）

先
月
号
に
引
き
続
き
、
２
０
０
２

年
に
読
ん
だ
本
の
う
ち
よ
か
っ
た
も

の
を
公
民
館
図
書
室
利
用
の
皆
さ
ん

に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
公
民
館
施
設
が
一
時
休
館
し
ま
す

公
民
館
改
修
に
伴
い
一
月
か
ら
三

月
ま
で
施
設
を
一
時
休
館
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
民
館
お
よ
び
図
書
室
、

学
習
室
な
ど
が
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

図
書
関
係
に
対
す
る
問
い
合
せ
、

詳
細
は
公
民
館
ま
で
。（
�
六
九

―
二
三
一
一
）
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一
時
三
十
分
か
ら
始
ま
っ
た
記
念
式

典
に
は
体
育
協
会
会
員
を
は
じ
め
、
長

年
協
会
に
携
わ
っ
た
関
係
者
な
ど
七
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

石
綿
喜
代
隆
協
会
副
会
長
に
よ
る
開

会
の
こ
と
ば
に
引
き
続
き
、
阿
部
弘
章

体
育
協
会
会
長
が
「
諸
先
輩
た
ち
の
積

み
重
ね
と
、
協
会
会
員
た
ち
の
支
え
で

協
会
も
三
十
年
を
む
か
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
関
係
者
各
位
に
感
謝
し
た
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
特
別
功
労
者
と
し
て
大
沼

武
且
氏
、
長
谷
山
博
昭
氏
、
功
労
者
と

し
て
石
綿
民
喜
氏
、
長
沼
久
男
氏
、
柴

田
文
治
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
う
け
ま

し
た
。（
受
賞
者
紹
介
は
下
記
）

阿
部
幸
悦
町
長
ら
三
人
の
来
賓
祝
辞

後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
長
谷
山
博
昭

氏
が
「
体
育
振
興
に
長
年
関
わ
っ
た
こ

と
が
今
日
の
表
彰
に
つ
な
が
っ
た
。
三

十
周
年
を
む
か
え
、
今
後
は
技
を
競
い

合
う
競
技
ス
ポ
ー
ツ
型
か
ら
、
楽
し
み

な
が
ら
行
う
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
型
へ
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
活
動
を
と
考
え
て
い
る
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
記

念
祝
賀
会
で
は
、
会
員
た
ち
が
苦
労
談
、

抱
負
な
ど
を
語
り
な
が
ら
、
体
育
協
会

三
十
年
の
節
目
を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

東
由
利
町
体
育
協
会
は
昭
和
四
十
七

年
度
、
七
団
体
十
四
人
が
出
席
し
た
体

育
振
興
懇
談
会
を
経
て
「
東
由
利
村
体

育
協
会
（
小
松
榮
男
会
長
）」
が
正
式

設
立
し
た
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
当
初
の
加
盟
団
体
は
五
団
体

（
野
球
、
ス
キ
ー
、
陸
上
競
技
、
銃
剣

道
、
武
道
会
）
で
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
度
に
町
制
施
行
に
よ

り
「
東
由
利
町
体
育
協
会
」
へ
と
改
名
、

昭
和
五
十
七
年
度
に
は
町
ス
ポ
ー
ツ
に

貢
献
し
た
方
々
を
表
彰
す
る
ス
ポ
ー
ツ

栄
誉
賞
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。（
以
降

毎
年
実
施
）

平
成
四
年
度
に
は
二
十
周
年
を
む
か

え
、
記
念
式
典
お
よ
び
記
念
事
業
（
卓

球
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
松
崎
キ
ミ
代

さ
ん
ら
の
卓
球
教
室
）
を
実
施
す
る
な

ど
、
同
協
会
は
町
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

発
展
に
大
い
に
貢
献
し
、
な
お
か
つ
着

実
に
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
に
は
秋
田
で
わ
か
杉
国

体
が
実
施
さ
れ
ま
す
。「
地
域
の
体
育

振
興
は
、
施
設
の
充
実
は
も
と
よ
り
指

導
者
育
成
も
重
要
な
要
素
」。
遠
藤
忠

平
議
会
議
長
に
よ
る
来
賓
祝
辞
の
通

り
、
地
域
に
お
け
る
町
体
育
協
会
の
役

割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
今

後
の
協
会
と
し
て
の
関
わ
り
、
ま
た
優

秀
な
選
手
育
成
に
対
す
る
活
動
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

●
特
別
功
労
賞

・
大
　
沼
　
武
　
且

氏

（
63
歳
・
蔵
新
田
）

町
体
育
協
会
副
会
長
を
経
て
、
昭
和

五
十
九
年
度
よ
り
平
成
八
年
度
ま
で
町

体
育
協
会
会
長
を
歴
任
し
、
単
位
協
会

の
育
成
強
化
を
図
り
、
体
育
振
興
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

・
長
谷
山
　
博
　
昭

氏

（
62
歳
・
上
通
）

町
体
育
協
会
副
会
長
を
経
て
、
平
成

九
年
度
よ
り
平
成
十
二
年
度
ま
で
町
体

育
協
会
会
長
を
歴
任
し
、
単
位
協
会
の

育
成
強
化
を
図
り
、
体
育
振
興
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

●
功
　
労
　
者

・
石
　
綿
　
民
　
喜

氏

（
76
歳
・
大
琴
）

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し
て
昭
和

四
十
九
年
よ
り
平
成
十
三
年
ま
で
の
長

年
に
わ
た
り
、
本
町
ス
キ
ー
の
普
及
・

充
実
を
図
り
、
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
。
ま
た
昭
和
六
十
三
年

よ
り
現
在
ま
で
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

会
長
と
し
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
普

及
・
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
。

・
長
　
沼
　
久
　
男

氏

（
69
歳
・
新
町
）

昭
和
五
十
四
年
よ
り
現
在
ま
で
、
町

野
球
協
会
会
長
と
し
て
各
種
大
会
の
運

営
と
伸
長
発
展
に
大
き
く
尽
力
し
、
本

町
野
球
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

ま
た
学
童
野
球
大
会
の
誘
致
や
ス
ポ
少

活
動
を
通
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成
で

も
大
き
く
尽
力
さ
れ
た
。

・
柴
　
田
　
文
　
治

氏

（
47
歳
・
羽
後
町
）

昭
和
五
十
九
年
、
秋
田
信
英
株
式
会

社
（
現
秋
田
ル
ビ
コ
ン
（
株
））
設
立

当
初
よ
り
同
社
野
球
部
監
督
を
務
め
、

平
成
四
年
度
よ
り
平
成
十
二
年
度
ま
で

町
野
球
協
会
監
事
を
歴
任
。
こ
の
間
、

協
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
秋
季
選
抜
大
会

を
企
画
・
運
営
し
、
本
町
の
野
球
を
楽

し
め
る
環
境
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
。

着
々
と
歩
み
続
け
た
三
十
年

東
由
利
町
体
育
協
会

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

今
年
創
立
三
十
年
を
む
か
え
た
東
由
利
町
体
育
協
会
。こ
れ
を
記
念
し
、

十
二
月
八
日
、
有
鄰
館
を
会
場
に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
関
係
者
た
ち
は
三
十
年
間
の
足
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
今
後
の

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

▲関係者70人が出席した記念式典

▲特別功労者として表彰を受ける長谷山博昭氏

被
表
彰
者
紹
介
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阿　部　颯　太くん阿　部　颯　太くん�
　　　（新町・１歳）　　　（新町・１歳）�
お父さん：樹　悦さんお父さん：樹　悦さん�
お母さん：真　紀さんお母さん：真　紀さん�
お話し：真紀さんお話し：真紀さん�

そう　　そう　　 た�

阿　部　颯　太くん�
　　　（新町・１歳）�
お父さん：樹　悦さん�
お母さん：真　紀さん�
お話し：真紀さん�

そう　　 た�

小　松　聖　嗣さん（須郷田・22歳）

―職業は
ＯＡ機器販売の営業をしています。

―趣味は
ドライブと温泉。あとマイカーの洗車かな。

―性格は
おっとりしてる性格だと思います。

―目標（夢）は
目指せ、№１セールス！

―理想のタイプは
優しくて、どこに行くときも一緒についてきてく
れる人。
―家族に一言
いつまでも長生きしてください。

名前の由来は？
「『北の国から』の『そうた兄ちゃん』のようになってほし
くて『颯汰』と付けました」
好きなものは？
「お風呂が大好きで、我先にとお風呂へ直行していきます」
最近のエピソードは？
「お父さんが鼻をかむと、そのティッシュを自分が捨てる
と大騒ぎします。ちゃんとゴミ箱に入れてくれます」
お父さんとお母さんから颯汰くんへひとこと
「好奇心旺盛なのはいいけど、ガードの上からストーブを
触らないでネ」

羊
に
は
「
お
と
な
し
い
」「
む
れ
に
な
る
」

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
私

た
ち
が
実
感
で
き
る
の
は
、
ウ
ー
ル
の
セ
ー
タ

ー
な
ど
の
羊
製
品
で
す
。
羊
か
ら
は
、
衣
・

食
・
住
に
関
す
る
様
々
な
も
の
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
羊
毛
は
衣
類
や
寝
具
に
、
毛
脂
は
せ
っ

け
ん
や
化
粧
品
に
、
肉
は
様
々
な
肉
料
理
に
、

皮
は
バ
ッ
グ
や
敷
物
に
、
腸
は
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ

ト
の
ガ
ッ
ト
に
、
乳
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳

製
品
に
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
十
二
支
の
中

で
は
比
較
的
な
じ
み
の
薄
い
羊
で
も
、
私
た
ち

の
身
の
回
り
に
は
た
く
さ
ん
の
�
羊
�
が
い
る

の
で
す
。

昨
年
は
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
開
催
な
ど
明
る
い
話

題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
長
引
く
不
況
な
ど
全
体

的
に
は
暗
い
、
厳
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
各
個
人
が
自
分

を
見
失
わ
な
い
よ
う
、
目
標
を
し
っ
か
り
と
見

定
め
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

干
支
紹
介�

むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

～1歳6ヵ月児健診から～

齊藤さつきちゃん
新町（一さん）

佐々木麻
ま

衣
い

ちゃん
大琴（良一さん）

佐藤　萌
も

音
ね

ちゃん
松柴（義宏さん）

長谷山悠
ゆ

吏
り

亜
あ

ちゃん
田代（広美さん）

高橋絵
え

利
り

花
か

ちゃん
新町（和美さん）

遠藤　　杏
あん

ちゃん
新処（賢志さん）
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子
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葉
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舟
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衛
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行
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荷
の
嵩
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十
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新
田
　
　
小
笠
原
　
亮
　
子
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療
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タ
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話
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ら
に
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石
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宵
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ぶ
り
渡
り
雪
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舟
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場
　
　
高
　
橋
　
民
治
郎

飽
食
の
鳥
振
り
向
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ず
柿
熟
る
る
　
　
　
久
　
保
　
　
高
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典
　
三

ザ
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汁
戸
口
に
匂
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十
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月
　
　
　
　
小
　
倉
　
　
遠
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ト
ミ
子

神
の
留
守
杜
の
狛
犬
耳
立
て
る
　
　
　
　
横
　
渡
　
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

犬
小
屋
に
仔
猫
ま
ぎ
れ
て
冬
日
向
　
　
　
山
　
崎
　
　
小
　
松
　
良
　
子

冬
空
に
石
の
礫
の
一
句
か
な
　
　
　
　
　
横
小
路
　
　
小
　
松
　
丈
　
介

霰
坊
は
じ
け
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地
に
重
な
り
ぬ
　
　
　
　
下
小
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小
　
松
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敏
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に
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中
　
通
　
　
小
　
松
　
順
之
助

若
が
え
り
の
清し

水ず

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
貧

し
い
く
ら
し
の
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
が
お

り
ま
し
た
。
正
月
も
間
近
な
あ
る
晩
の

こ
と
で
す
。
爺
さ
ま
が
「
あ
あ
、
も
う

す
ぐ
正
月
様
を
お
迎
え
す
る
と
い
う
の

に
、
何
に
も
お
供
え
す
る
も
の
が
な
く

て
な
ぁ
」と
困
っ
た
顔
を
し
て
い
る
と
、

側
に
座
っ
て
い
た
婆
さ
ま
は
「
正
月
様

に
は
す
ま
な
い
が
、
今
年
も
ま
た
若
水

を
お
供
え
し
て
正
月
様
を
お
迎
え
し
よ

う
や
、
爺
さ
ま
」
と
い
い
ま
し
た
。
二

人
は
せ
め
て
き
れ
い
で
う
ま
い
若
水
を

お
供
え
し
よ
う
と
相
談
し
、
爺
さ
ま
が

裏
の
奥
山
に
清
水
を
探
し
に
出
か
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

夕
方
近
く
、
岩
陰
か
ら
湧わ

い
て
い
る

清
水
を
見
つ
け
た
爺
さ
ま
は
、
さ
っ
そ

く
水
を
手
で
す
く
っ
て
飲
ん
で
み
ま
し

た
。
思
わ
ず
「
こ
れ
は
う
ま
い
っ
」
と

声
に
し
た
爺
さ
ま
で
す
。
す
る
と
不
思

議
な
こ
と
に
体
中
が
さ
わ
や
か
な
気
持

ち
に
な
り
、
曲
が
っ
た
腰
も
ピ
ィ
ン
と

伸
び
る
の
で
し
た
。
思
わ
ず
清
水
を
の

ぞ
き
込
む
と
、
な
ん
と
立
派
な
若
者
に

返
っ
た
爺
さ
ま
が
映
っ
て
い
ま
し
た
。

爺
さ
ま
は
大
喜
び
で
家
に
戻
り
、

「
婆
さ
ま
や
、
今
帰
っ
た
よ
。
お
正
月

様
に
お
供
え
す
る
若
水
の
清
水
を
見
つ

け
て
き
た
よ
ぉ
」
と
い
う
と
、
婆
さ
ま

は
「
あ
れ
ぇ
、
ど
こ
の
若
者
と
思
っ
た

ら
、よ
く
見
る
と
お
ら
家え

の
爺
さ
ま
だ
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
若
く
な
っ
た
ん
だ

い
」と
び
っ
く
り
し
て
い
る
の
で
し
た
。

「
奥
山
の
岩
清
水
を
飲
ん
だ
ら
急
に
若

く
な
っ
て
な
。
あ
の
水
は
若
返
り
の
清

水
で
あ
っ
た
」
と
話
す
若
者
に
な
っ
た

爺
さ
ま
で
す
。
そ
し
て
「
俺
ば
か
り
若

返
っ
て
す
ま
ん
な
ぁ
、
婆
さ
ま
や
。
明

日
の
朝
早
く
若
返
り
の
水
を
く
ん
で
き

て
や
る
か
ら
な
」
と
い
う
と
、
そ
の
晩

は
く
た
び
れ
た
の
か
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

次
の
朝
、爺
さ
ま
が
目
を
覚
ま
す
と
、

隣
に
寝
て
い
た
婆
さ
ま
の
姿
が
あ
り
ま

せ
ん
。
婆
さ
ま
は
、
こ
の
年
寄よ

り
も
若

く
美
し
い
嫁
コ
に
な
れ
る
と
思
う
と
夜

明
け
も
待
ち
き
れ

ず
、
奥
山
の
若
返

り
の
水
を
飲
み
に

出
か
け
た
の
で
し

た
。と

こ
ろ
が
、
い

つ
ま
で
待
っ
て
も

帰
っ
て
こ
な
い
の

で
心
配
し
た
爺
さ

ま
は
、
奥
山
へ
婆

さ
ま
を
さ
が
し
に

出
か
け
ま
し
た
。

若
返
っ
た
体
は
、

ど
ん
ど
ん
岩
清
水

を
目
指
し
て
走
っ

て
い
き
ま
す
。
岩
清
水
の
近
く
ま
で
来

る
と
、
赤
ん
坊
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
不
思
議
に
思
っ
た
爺
さ
ま

は
、
泣
き
声
の
方
へ
見
に
行
っ
て
み
る

と
、
見
覚
え
の
あ
る
婆
さ
ま
の
着
物
の

中
で
赤
ん
坊
が
泣
い
て
い
ま
し
た
。
な

ん
と
、
婆
さ
ま
は
爺
さ
ま
を
喜
ば
そ
う

と
、
た
ら
ふ
く
水
を
飲
み
、
若
返
り
す

ぎ
て
赤
ん
坊
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
た
。

静
か
に
降
る
雪
の
山
路
を
、
爺
さ
ま

は
赤
ん
坊
を
抱
い
て
家
に
帰
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
爺
さ
ま
の
暮
ら
し
は
赤

ん
坊
に
な
っ
た
婆
さ
ま
の
世
話
で
忙
し

く
な
り
ま
し
た
が
、
と
っ
て
も
幸
せ
な

毎
日
を
過
ご
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

若
水
や
若
水
や
何
に
を
く
む
命
長

柄え

の
福
を
く
む（文

と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

六
七
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、
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た
い
も
の
で
す
。
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高
　
橋
　
ヒ
デ
子

犬
小
屋
に
仔
猫
ま
ぎ
れ
て
冬
日
向
　
　
　
山
　
崎
　
　
小
　
松
　
良
　
子

冬
空
に
石
の
礫
の
一
句
か
な
　
　
　
　
　
横
小
路
　
　
小
　
松
　
丈
　
介

霰
坊
は
じ
け
窪
地
に
重
な
り
ぬ
　
　
　
　
下
小
路
　
　
小
　
松
　
メ
　
サ

雪
囲
い
一
本
長
き
支
え
棒
　
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
　
小
　
松
　
敏
　
雄

雪
折
れ
の
無
気
味
に
響
く
柞
山

中
　
通
　
　
小
　
松
　
順
之
助

若
が
え
り
の
清し

水ず

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
貧

し
い
く
ら
し
の
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
が
お

り
ま
し
た
。
正
月
も
間
近
な
あ
る
晩
の

こ
と
で
す
。
爺
さ
ま
が
「
あ
あ
、
も
う

す
ぐ
正
月
様
を
お
迎
え
す
る
と
い
う
の

に
、
何
に
も
お
供
え
す
る
も
の
が
な
く

て
な
ぁ
」と
困
っ
た
顔
を
し
て
い
る
と
、

側
に
座
っ
て
い
た
婆
さ
ま
は
「
正
月
様

に
は
す
ま
な
い
が
、
今
年
も
ま
た
若
水

を
お
供
え
し
て
正
月
様
を
お
迎
え
し
よ

う
や
、
爺
さ
ま
」
と
い
い
ま
し
た
。
二

人
は
せ
め
て
き
れ
い
で
う
ま
い
若
水
を

お
供
え
し
よ
う
と
相
談
し
、
爺
さ
ま
が

裏
の
奥
山
に
清
水
を
探
し
に
出
か
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

夕
方
近
く
、
岩
陰
か
ら
湧わ

い
て
い
る

清
水
を
見
つ
け
た
爺
さ
ま
は
、
さ
っ
そ

く
水
を
手
で
す
く
っ
て
飲
ん
で
み
ま
し

た
。
思
わ
ず
「
こ
れ
は
う
ま
い
っ
」
と

声
に
し
た
爺
さ
ま
で
す
。
す
る
と
不
思

議
な
こ
と
に
体
中
が
さ
わ
や
か
な
気
持

ち
に
な
り
、
曲
が
っ
た
腰
も
ピ
ィ
ン
と

伸
び
る
の
で
し
た
。
思
わ
ず
清
水
を
の

ぞ
き
込
む
と
、
な
ん
と
立
派
な
若
者
に

返
っ
た
爺
さ
ま
が
映
っ
て
い
ま
し
た
。

爺
さ
ま
は
大
喜
び
で
家
に
戻
り
、

「
婆
さ
ま
や
、
今
帰
っ
た
よ
。
お
正
月

様
に
お
供
え
す
る
若
水
の
清
水
を
見
つ

け
て
き
た
よ
ぉ
」
と
い
う
と
、
婆
さ
ま

は
「
あ
れ
ぇ
、
ど
こ
の
若
者
と
思
っ
た

ら
、よ
く
見
る
と
お
ら
家え

の
爺
さ
ま
だ
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
若
く
な
っ
た
ん
だ

い
」と
び
っ
く
り
し
て
い
る
の
で
し
た
。

「
奥
山
の
岩
清
水
を
飲
ん
だ
ら
急
に
若

く
な
っ
て
な
。
あ
の
水
は
若
返
り
の
清

水
で
あ
っ
た
」
と
話
す
若
者
に
な
っ
た

爺
さ
ま
で
す
。
そ
し
て
「
俺
ば
か
り
若

返
っ
て
す
ま
ん
な
ぁ
、
婆
さ
ま
や
。
明

日
の
朝
早
く
若
返
り
の
水
を
く
ん
で
き

て
や
る
か
ら
な
」
と
い
う
と
、
そ
の
晩

は
く
た
び
れ
た
の
か
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

次
の
朝
、爺
さ
ま
が
目
を
覚
ま
す
と
、

隣
に
寝
て
い
た
婆
さ
ま
の
姿
が
あ
り
ま

せ
ん
。
婆
さ
ま
は
、
こ
の
年
寄よ

り
も
若

く
美
し
い
嫁
コ
に
な
れ
る
と
思
う
と
夜

明
け
も
待
ち
き
れ

ず
、
奥
山
の
若
返

り
の
水
を
飲
み
に

出
か
け
た
の
で
し

た
。と

こ
ろ
が
、
い

つ
ま
で
待
っ
て
も

帰
っ
て
こ
な
い
の

で
心
配
し
た
爺
さ

ま
は
、
奥
山
へ
婆

さ
ま
を
さ
が
し
に

出
か
け
ま
し
た
。

若
返
っ
た
体
は
、

ど
ん
ど
ん
岩
清
水

を
目
指
し
て
走
っ

て
い
き
ま
す
。
岩
清
水
の
近
く
ま
で
来

る
と
、
赤
ん
坊
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
不
思
議
に
思
っ
た
爺
さ
ま

は
、
泣
き
声
の
方
へ
見
に
行
っ
て
み
る

と
、
見
覚
え
の
あ
る
婆
さ
ま
の
着
物
の

中
で
赤
ん
坊
が
泣
い
て
い
ま
し
た
。
な

ん
と
、
婆
さ
ま
は
爺
さ
ま
を
喜
ば
そ
う

と
、
た
ら
ふ
く
水
を
飲
み
、
若
返
り
す

ぎ
て
赤
ん
坊
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
た
。

静
か
に
降
る
雪
の
山
路
を
、
爺
さ
ま

は
赤
ん
坊
を
抱
い
て
家
に
帰
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
爺
さ
ま
の
暮
ら
し
は
赤

ん
坊
に
な
っ
た
婆
さ
ま
の
世
話
で
忙
し

く
な
り
ま
し
た
が
、
と
っ
て
も
幸
せ
な

毎
日
を
過
ご
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

若
水
や
若
水
や
何
に
を
く
む
命
長

柄え

の
福
を
く
む（文

と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

六
七
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11月末人口�前月比�
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2,542�

4,914�
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出生（人）�
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転出（人）�

11月異動人数�1月からの累計�

2�

12�

6�

3

14�

55�

63�

104

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

0�

19�

2�

0�

2�

0�

2

2�

119�

9�

0�

10�
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11　月�
発生数�

1月から�
の累計�

15.1.1 広報ひがしゆり　20

日
本
全
土
の
山
野
、
雑
木
林
の
山
裾
な
ど
の
外
、
丘
陵
地
な
ど

に
も
生
え
る
多
年
草
で
、
草
丈
は
高
い
も
の
で
20
�
ぐ
ら
い
で
、

葉
は
有
柄
の
倒
披
針
形
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
卵
形
に
近

い
も
の
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

色
は
緑
が
か
っ
た
白
や
紅
色

が
か
っ
た
も
の
な
ど
も
あ
り

変
化
が
あ
り
ま
す
。
４
〜
５

月
こ
ろ
、
茎
の
先
に
花
穂
を

た
て
、
淡
紫
色
か
ら
紫
色
の

唇
形
花
を
総
状
に
び
っ
し
り

と
つ
け
ま
す
。
和
名
ジ
ュ
ウ

ニ
ヒ
ト
エ
は
花
が
数
多
く
重

な
っ
て
咲
く
様
子
が
、
宮
中

の
女
官
な
ど
の
着
る
十
二
単

に
似
て
い
る
と
い
う
の
で
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

1� 元旦

6� 仕事始め・新庁舎業務開始

消防出初式

新春名刺交換会

7� 町政座談会

（玉米分館　玉米会館9:30）

（老方分館　老方館13:30）

8� 町政座談会

（法内分館　克雪管理セン

ター9:30）

（住吉分館　住吉館13:30）

9� 町政座談会

（蔵分館　　大蔵館13:30）

12� 町政座談会

（宿分館　高瀬館13:30）

13� 成人の日

14� 予防接種（個別・三混）

小中学校始業式

17� 乳児健診

食生活改善講習会

21� ことぶき大学

22� 幼児健康相談

スキー教室（～24日）

23� 予防接種（個別・風疹）

29� 2歳児健診

東
由
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ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ
ト
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シ
ソ
科
）
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発
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NO.215

町
政
推
進
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
し
て
次
の
方
か
ら

金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
村
松
夫
さ
ん
（
本
荘
市
）

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

畑
山
齋
さ
ん
（
札
幌
市
）、
小
野
四
郎
さ
ん
（
西
ノ

宮
市
）、
小
笠
原
米
吉
さ
ん
（
秋
田
市
）、
興
松
た

け
子
さ
ん
（
船
橋
市
）、
阿
部
順
さ
ん
（
秋
田
市
）、

在
京
宿
小
会

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

八
嶋
祝
雄
さ
ん
（
黒
渕
）、
大
沼
武
且
さ
ん
（
蔵
）、

本
荘
高
校
下
郷
分
校

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

新年あけましておめでとうございます。いよいよ６
日から新庁舎での業務が開始となります。新庁舎で私
が一番気に入っているところは、待合いロビーと事務
室の高さが同じところ。これまでは事務室の方が一段
高く、お客さんを見下ろすような感じだったのですが、
これからは同じ目線で話ができるようになります。誰
かとコミュニケーションを図るとき、物理的にも気持
ち的にも相手と同じ目線に立つのはとても大切なこと
です。今年もそういう気持ちを忘れずに頑張っていき
ますのでよろしくお願いします。（菅）

12月いっぱいで新庁舎へ移転する東由利町役場。こ
れまで使用されてきた旧庁舎を見ておこうと、12月17
日、永慶保育園とみどり保育園の子どもたちが役場を見
学しに訪れました。いつも淡々と業務が進められている
役場ですが、子どもたちが来たとたんパッと明るい雰囲
気に。昭和34年から43年間、頑張ってきたこの庁舎も
子どもたちが最後の姿を見に来てくれたことを喜んでい
るような気がしました。（広報担当）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●東由利町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

（
11
月
21
日
〜
12
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

11／20
小
　
松
　
拓
　
工

ひ

ら

く

く

ん〈

淳
　
〉
宇
戸
坂

寿
美
子

12／11

橋
　
瞳と

う

太た

く

ん〈
栄
　
樹
〉
須
　
郷

亜
希
子

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

11
／30
大
　
沼
　
武
　
彦
さ
ん

）
蔵

藤
　
田
　
由
香
子
さ
ん

本
荘
市

12
／１
石
　
渡
　
仁
　
久
さ
ん

）
岩
　
舘

伊
　
藤
　
香
菜
子
さ
ん

大
曲
市

12
／15
畑
　
山
　
　
　
敦
さ
ん

）
下
　
吹

縄
　
野
　
和
　
江
さ
ん

本
荘
市

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

11
／22
八
嶋
ト
ミ
ヱ
さ
ん
（
94
）
祝
雄
･
義
祖
母
・
蔵（
東
光
苑
）

11
／25
小
野
　
金
蔵
さ
ん
（
80
）
ウ
ラ
子
･
夫
・
上
　
里

11
／27
佐
々
木
常
太
郎
さ
ん
（
87
）
田
鶴
子
･
父
・
大
　
琴

12
／１
長
谷
山
專
一
さ
ん
（
82
）
ツ
ネ
ヨ
･
夫
・
船
　
木

12
／13
佐
藤
　
ア
ヤ
さ
ん
（
87
）
達
　
男
･
母
・
下
　
通

（
11
月
21
日
〜

12
月
20
日
）


